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確かな精度と使い良力 と さ
選･ん･で･正･か．い

ウシカタの測図器ｿ測量機

図を測る
エクスプラン360dm

(デーツー）

■面積■線長■周囲長

を同時測定

エクスブラン360Cn
(シーツー）

■座標

■面積

■線長/辺長

■半径

■図心

■三斜面積

■角度

■円弧中心座標

■バッファ付プ

■コンピュータ
フシカタのエクスプラン

にマークできる画期的な機能付です。
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軽 快 、 迩埋雀迦定クットテサイン

中小企璽庁長宮渦別嵩受篇

テオ･勺ロロ使って便利な1分読セオドライト
ヨ

最も小さなセオドライトで山岳や森林測量にべんりです。
その他の一般建築､土木測量などでも広く使われています。

<本体>■寸法124(W)×130(D)×198(H)脱■重量1.8kg

<専用三脚>■重量26kg■格納寸法65.5cm(三段伸縮）
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森 への道

し ば ま さ み

芝正己
三重大学生物資源学部森林資源学コース助教授

a0592-31-9514･直通

10月4,5nの両日に教育テレビにて放映された｢森を考える」のシリーズは，私

にとって大きな齢きを与えた番組であった。

＊ ＊＊

まず一点目は，社会全休の関心・意識がここまで進んでいるのか，という驚き。

従来の論争が，ややもすれば開発と保護の極端な形でしか行えなかった限界を，行

政や林学の側からでなく，一般社会や市民という林学や林業に対しての素人集団の

側から，中廠を提示するような形での未来志向に変化・発展させているという事実。

二点Hは，シリーズを内山節という哲学者に委ねたこと。番組の中で，研究者・

行政官はインタビューを“受ける”側にしか回れなかったという事実である。今回

のはNHKという一つのメディアの意見・立場である，というとらえ方だけで，こ

の「御学者の起用」を説明できうるかどうか，という疑問なのである。なぜ，山の

問題を語るのに哲学者なのか，哲学者でなければならなかったのか。この疑問を考

えるとき，われわれのともすれば技術論・方法論に片寄りがちな傾向への，社会か

らの本質的な問いかけにぶつからざるを得ないのである。

辞書をひもとくと，「道」は人や車などが往来するための所･通行する所，とある

のに対し，「林道｣とは林の中に通じている道・林産物を運搬するための道路，と対

象の範囲が狭い。こうした狭い概念を忠実に守った形での林道が，今後も継続され

るべきなのかどうか，先の番組も問題提起したかったのではないかと考えている。

この社会から投げかけられた疑問・提言を“山を知らない”という言葉とともに退

けることはたやすい。しかし，“山を知る”とはどういうことなのか，“山を知って

いる”とは何を指すのか，と問われて即答できる者は多くはないはずである。その

意味からも，先の番組が哲学者を起用してきたことは，実はわれわれに対する大き

な挑戦であることに気付かねばならない。

では，われわれも一度，その「哲学」に立ち止まってみよう。「哲学」とは

城加s叩ﾉ2yの訳語。そのp/MIbsop/zj'とは，「知ることを愛する」という意味のギリシ

ア語である。

“世界とはいったい何なのｶ,‘‘人間とは何か”“自分は何者なのか"そんな素朴な

疑問から始まったのが哲学だとされている。「物事の道理を知りたい」という願望か

材薬技術No.6451995．12
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ら発生したものが哲学であるから，すべての学問は哲学を根として持つ。そして社

会の変遷とともに，学問は細分化され，経済学に医学に林学にと枝分かれしてゆく。

したがって，林学にとっても源となる哲学，すなわち「人としてどう生きてゆけば

よいか」という命題を踏まえたうえでの森創りであり，森林の問題でなければなら

ないだろう，という彼らの主張には妥当性が存在する。「人が人として｣，あるいは

｢自然界の一員として｣生きてゆくうえで，どう森や山とかかわってゆくのか。この

哲学の基礎に立ったところでしか"ll.1を知る”ことは存在しないのではないかとは，

私も考えるところである。

すると，「人が人として」生きてゆくこと・4鴬きてゆけることを前提にした場合，

山の抱える諸問題も，従来のような経済効率の側面からのみ考えてゆくことは，非

常に不合理な対応の仕方であることが見えてくる。

あなたが，あるいは私が，人として生きてゆくために何が必要かと問われれば，そ

こには経済性だけではない，実にさまざまな条件が存在するからである。

争 琴争

先の番組でも宮崎県諸塚村が紹介されていたが，言うまでもなく，諸塚村は山村

としての成功例として引き合いに出されることが多い。過疎でありながら，山や村

の生活がすさむこともなく，村人も淡々と生活を営んでいる。私も以前は宮崎に勤

務していたため，諸塚村に接することも多く，彼ら村人の山作りのうまさには脱帽

する一人である。

諸塚村は，山に張り巡らされた林道密度が50m/haと非常に高い。その林道を効

率よく使うことによって，山での作業の効率化をlxlってきた村である。しかも，そ

の林道には村人自らが設計し，施工したものも含まれ，林道であると同時に，村内

に点在する集落と集落を結ぶ生活道でもある。彼ら村人はIIIに入り，また，生産物

を運搬する役割と，日常生活を支える役割を同時に満たせる“道”を自らの手で作

り上げてきたことになる。そのため，その“道”は村の生活そのものであり，さら

には文化の往来を支える場としても機能してきた。

すなわち，「森林の多属的機能：〃1""i-"""62"g〃"“伽"｣')とは，そこに村人の

生活の営みがあってはじめて発揮されるものだと言っても過言ではない。森林の適

切な管理，四季の移るいに応じた行事を通じての作業，さまざまな祭りや集まりを

通して伝承される知恵や文化，それらが有形無形の形で山を守ってきた。したがっ

て，過疎地あるいは山間部では，狭義の林道と生活道を分ける発想は実際の生活感

覚からは遠く遊離しており，たとえ多屈的な機能を持たせた林道であっても，そこ

に住む住民の生活に直接寄与しない形での林道の|淵設は，将来にわたって永続的な

意味を持たない。諸塚村の林道が評{lliされるべきは，それが高密度に張り巡らされ

た林道であるからではなく，それがそこに住む村人の生活(経済活動だけではない）

すべてを支えている点である。言い換えれば，文化を含む生活すべてのクオリティ

ーを上げるものであるならば，必要性の存在する渦密度化は諸塚村のように問題に

はならない。

今日，重要視されつつある森林の多屈的機能を職種的に維持してゆこうとするな

林業技術No.6451995.12
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2）（林道の）多屈的

便益機能：森林の

諸機能を高めるた

めの社会共通濁水
としての働き
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らば，そこには必ず人間の介在が必要になる。こうした観点から，もう一つ参考に

なるのは，ドイツ・アルプス地方における道作りである。

アルプス地方も急斜面に森林．牧畜・村の形成を依存する悪条件下での生活である。

その中で，彼らは点在する家と家を道で結んでゆくことにより，経済的基盤である

林業や牧畜だけでなく，自らの生活をも可能とした。

ここも路綱密度から見れば,30m/ha以上という高い密度であるが，それは自然環

境には影響を及ぼしてはいない。むしろ，適切な間隔で人間が介在することにより，

森林の維持・管理が図られている。ここでも諸塚村のように，林道とか生活道とい

った区別は全く無意味であり，森林が多属的機能を発輝するために，道も当然，「多

属的な便益機能：〃z""ﾉー αが"6z"e6"""""""0"」2)を持ち合わせるべきだとい

う，まことに単純明解な理論が存在する。

＊ ＊必

しかし，こうしたアルプスの風景が現在も日常的に見られるのには，ドイツの陰

の努力があったことを忘れてはなるまい。すなわち，1970年代，さまざまな分野で

環境問題がクローズアップされ，ドイツでも開発か保謹か，という両派に分かれて

の論争が大きくなった時期があった。いわゆる「緑の党」が勢力を拡大したのがこ

のころである。

その中で「多属的便益評価法」を発表したのが，当時，ベルリンエ科大学でシス

テムエ学を教えていたZ"7299"2gis花γ（ツァンケマイスター)である。彼のこの評価

法は，地域整備(R"""""zz"鱈）や交通整備計画(Vｾγ“ﾙｯ”伽z""g)の際に

は，さまざまな評価要素．条件を取り入れ，最優先すべきものは何か，を探り出す

ものであった。世間が，開発か保護か，という両極端の陣営に分かれる風潮の中，

客観的に優先順位をつけてゆく試みは大変新鮮なものであったし，さらには，この

評mli法であれば，合意形成が得られやすい点も評価された。

1980年，ヘッセン州において道路計画（アウl､バーンを含むすべての道路）の際

には，この評価法を取り入れることが法的に義務付けられた。さらに，アルプス地

方を抱えるバイエルン州においては，前ミュンヘン大学L伽ルノ'（レフラー）教授が

森林資源整術計画や林道網計画などにこの評価法をより適用しやすい形にし，それ

を著書｢w"〃,7.scMMz"zg:森林経営基盤整備｣に著した。バイエルン州では1982

年，これを受けて「バイエルン州有林森林経営基盤終備指針」を制定。ここでも法

的に義務付けられることとなる。

この「w"〃,γ|SC""gβ""g:森林経営基盤整備」の中で示されている手法「利用価

I耐分析:N"だめ27'/"z""Sc｣は，考えうるすべての影響因子(経済面以外の社会的・

技術的．文化的．環境的，等）を評価基準として可測化し，評illi基準ごとの龍要度

や選好性に比例した重み付けによって，多次元的な総合評Ⅲiを行うものである。道

を計画することによってもたらされる効果と損失のバランスをうまく取るところで

しか，森林の多属的機能は発揮されえない，という結論より導き出されたものであ

る。すなわち，利用価値分析は，いくつかの代案比較を前提とした評価法の一つで，

すべての重要な影響を考慮し，最も効果の高い，あるいは正(利用:N"だc"）と負

林業技術No.6451995．12
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D表・山村整備計画の目的体系および林道網の多属性便益構造：評価基準目的組織表
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‐_群－－．唾善雄’’－．＝

(費用:Kos雌"）の影響の間の最もバランスの取れた関係を見いだそうとするもの

である。その点，従来の投資計算を含む入念な財政的評価を基にして，最も有利な

ものとして得られた路網案が，他の効果についても最適なのだとする考え方とは，

全く異なった受け止め方をする。換言すれば，唯一絶対的価値基準の存在を前提に

は置かないということである。

こうした一連の経過を振り返ってみると，ドイツが試行錯誤を繰り返していた

1970年代と，現在のわが国がだぶって見えてくる。それぞれの国状の相違はあって

も，森林の多属的機能を引き出しつつの林道作り，あるいは多属的機能を引き出す

ための林道作りの基本には，やはりこうした評価法の積極的な活用が重要だと考え

られる。

6年前のドイツでの調査を皮切りに，レフラー教授の「この評1ili法を日本の現状

に合うようアレンジしたものを作るように」という言葉とともに帰国して以来，宮

崎大学田野演習林・三重大学美杉演習林・三重県と滋賀県の森林組合等を事例に，

日本での評価法の具体化に取り組んできた。まだまだ改善の余地はあるものの，「山

村整備計画の月的体系および林道網の多属性便益構造：評価基準目的組織表」とし

て，一応の形に仕上げたのが前掲の表である。

＊ ＊＊

再度，繰り返せば，山は本来眺めているだけの場ではなく，そこに入り生活する

場である。そこに住む人間の存在があってはじめて機能する森林の機能もあるとい

うことである。山村に住む人たちが，その生活を「ここちよい」と感じられる条件

を整えてゆくことによって，過疎地が人の住む山里となり，結果，森林の多属的機

能も発揮されてくる。

では，そこに住む人たちが「ここちよく」暮らせる．暮らす，とはどういうこと

なのか。何を意味するのか。

やはり，そこには根底に哲学が必要になってくる。「……わたしたちは子どものう

ちに，この世界に驚く能力を失ってしまうらしい。それによって，わたしたちは大

切な何かを失う。哲学者たちは，その何かをもう一度目覚めさせようとします｡……

哲学者には，世界にすっかり慣れっこになるなど，どうしてもできない。……哲学

者と幼い子どもは，大切なところで似た者同士なわけです……」

われわれが必要であるにもかかわらず，最も苦手とし，敬遠してきた分野の哲学心。

それへの先達は，やはり驚く心を失わない哲学者に頼むのがよさそうである。

しかし，哲学心をじっくりひも解いてみる前に，まず，この冬の夜長，宮崎駿原

作の映面「となりの1､トロ」でも見てはいかがだろう。彼も,I映画人でありながら，

われわれ以上に素晴しいメッセージ，“山里のイメージ"を次の世代の若者の心に贈

り続けてくれている。われわれも素直な心の目で，彼のメッセージを受けようでは

ないか。

－もっと冬の夜長を楽しみたい方は，先の言葉をくれたrソフィーの世界」（ヨ

ースタイン・ゴルデル著,NHK出版）の御一読を。

＜完＞
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列状間伐は何回まで繰り返しが

許容されるか？
－スラッシュマツ人工林での例一

さとうあきら
森林総合研究所企画洲整部

佐藤明 企画科企mii篭長

V.Bオズマール（ｻﾝパｳﾛ森林院）

マルコA｡0.ガヒード（〃

鰯はじめに

機械的な間伐方法の1つである列状間伐法がll本で

実施されてから，かなりの年月がたつ。列状間伐法の

是非については，当初より造林の立場から種々の検討

がなされてきたく3“)が，高性能機械の導入とともに積

極的にこの間伐法が取り入れられる('>状況になってき

た。機械化による低コスI､を目指した作業がさらに普

遍化すると，林業経営上，同じ林分で何1n1までﾘ状間

伐が可能かということが話題になってこよう。

しかし，日本では列状間伐は本来の間伐ではない(』'6）

とされ，それを何回も繰り返すといった試験は考えら

れないこと，長年月の時間を費やすだけでなく，かな

りの面積を要することなどにより，この種の試験は着

手されてこなかったc

佐藤がブラジル・サンパウロ州を訪れた際，スラッ

シュマツ(Pi,""se/"ひ"流〃α7.be"わ""）人工林を見

る機会があり(写真)，そこで間伐が話題になった。そ

のことからVBOsmal･が筆頭となっている論文

"Confrontoentl･emetodosdedesbastem."を取り

出し，その内容を説明してくれたのが，同論文に名を

連ね,当初の計画段階から試験を担当していたMarco

Garridoである｡題名を意訳すると"列状間伐の回数を

変えた間伐処理間の林分成長の比較”とでもなろう。

サンパウロのスラッシュマツ林では，最大41nlもの列

状間伐を繰り返した試験を実施してきており，20年に

わたる研究成果が報告されている。

そこで，ダリ状間伐の意義を考える契機になればと思

W,,OSmal･が研修で来所する際，この論文の骨子の紹

介をと滞伯中に依頼してきた。しかし，彼の来日は実

現しなかった。I-1本での高性能林業機械の普及の実態

を知るにつれ，この内容は本誌に紹介すべきと考えて

いたので，ほとんど理解しないポルトガル語の翻訳に

あえて挑戦し，満干の手元の資料も交えてまとめたも

のがこれである。誤訳，あるいは意味不明の箇所のあ

ることをお許し願うとともに，拙文が低コストを志向

する中での間伐対策の1つの参考になればと考える。

②調査地および調査方法

調査地は，サンパウロ森林院アシス試験地（南緯

22.35度,西経50.25度)内に1965年に1．5×1.5mの

間隔で植栽されたスラッシュマツ人_I:林で，標高約

550m,気候型はCwaに属し，土壌型はうl､ソルの一

種と分類され，平坦に近い地形上に位過している。

本試験地は1972年に設定，初回の間伐を行った(2)。

間伐処理区は，表に示すように列状間伐の実施回数の

違いで5通りある．ここでは，ダII状間伐を行わない区

表・間伐処理区と間伐方法

初 回 2 回 3 回 4 回 5 回

19721975197819841992間伐処理年

定性間伐(対照)区

列状1回処理区

列状2回処理区

列状3回処理区

列状4回処理区

定
定
定
定
定

タ
タ
タ
タ

定
列
列
列
列

ダ
ダ

定
定
定
列
列

ヨ
ヨ
ヨ

定
定
列
列
列 ヨ

定
定
定
定
列

スラッシュマッ人工林 *定：定性II1I伐,"1l:ダリ状Iﾊ1伐（夕：縦ﾘ，ヨ：俄ﾘ）

林業技術N().64151995.12
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毎木調査し，それらの値から（利

用）材積等を求めた。間伐処理間

による成長などの差の検定は，

Tukey'steStを用いて行った。

翰結果と考察

各間伐区の平均胸筒直径，平均

樹高の成長経過を似|･1,2に示す。

間伐処理間の成長の違いは測定時

期によっても変わった。すなわち，

初回間伐から10年ほど経過した

際の列状間伐3,41測区の成長は，

他の区に比して低い傾向にあった

が，20年経過した1992年の測定

では，列状間伐4世l処理区のみが

胸高直径，樹高とも他の処理区の

林分に比べて有意に低い値を示し

た。したがって，妓初の間伐から

20年の間に列状間伐を3回繰り

返しても，定性間伐のみの対照区

との成長差は，胸淘直径および樹

高の平均値で見るかぎり，’三I立つ

ほどのものでなかったといえる。

図･3は，間伐ごとの各間伐処理

区における間伐敵を示したもので

ある。図中の模印は，処理区の中

で最初に定性間伐を実施したとき

を示す。それぞれの間伐ごとに処

理区間で間伐鼠を比較すると、い

30

25

((m)20

胸15
高
直

径10

一
汀

0
↓ I

1 9721 9 7 6 1 9 8 0 1 9 8 4 1988

図･1列状間伐処理回数の違いと胸高直径の成長経過

1992

18

16

14

12

(m)10

柵
蝉
働 ８

６
４ 口定性のみ＋1回◇2回△3回×‘1回

2

(）

197219761980198419881992ずれの場合も定'I’|畠間伐を初めて行

図・2列状間伐処理回数の違いと樹高の成長経過ったときの間伐鍬が少ない以外，

列状間伐区と21n111以降の定性間

も，並行して定性間伐は実施した。列状間伐の方法は、伐区との間には多少のバラツキはあるものの，傾向的

初岡および3回目の奇数1両Iの間伐は縦列方向に，偶数な饒災は見られない。なお，最初の定性間伐で間伐量

回では横列方向に一列ごとに間伐する1伐1残方式をが少ないのは,本試験が本数比で50%の間伐率をとつ

剛いた。このため。本数，材穣とも間伐率は50%となており，初回の定性間伐では林分の質向上のため，細

る。一方，定性間伐は，劣勢木，ねじれた木や二又のい個体を意図的に選木し，間伐した結果と考えられる。

木など形質不良木を中心に，残僻水の配慨などを考え次に,各間伐区の1992年の林分蓄職並と，それまで

ながら本数で50％の間伐になるよう実施した｡各処理の51|可の間伐鐘を加えた総材積最を示す(図・4)｡1992

区とも5価I繰り返しの測定ばを設けている。1つの測年時点の林分蓄積愚は，列状間伐2回処理区までは対

定区の而績は432nf,試験設定時(1972年）の立木本照区の値と統計的にも違いが見られず，これらの区は，

数は192本あったが，20年を経過した1992年の5回3，4回処理区より18～30nf/ha多かった。一方,総材

阿の間伐後には，残存木は6本(ha当たり138本)前俄拉は，列状間伐の回数が多くなるにしたがって徐々

後となっている。に減少していく傾向力認められ,最大と最小の間でha

測定は，間伐時を中心に継時的に胸高直径と樹高を当たり10011f近い差が生じている。

林業技術No.6451995.12
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図･5列状間伐処理回数の違いと1985年と1992年における
年材積成長量

の減少とも合わせて減っていた。こうしたサンパウロ

での調査結果は，ダリ状間伐における林冠の閉鎖の遅れ

を裏付けたものといえるかもしれない。

列状間伐は，また，林分の質の低下を招く《4‘‘)との指

摘がされている。今回の調査では,llilがりや腐朽など

の欠点木の構成割合については取り上げていない。そ

こで，ここでは小径木の比率の高低を形質の良否の目

安の1つにと考え，繰り返し処理した列状間伐が残存

木の径級に与える影諜についてまとめた。図･6は3世I

目の間伐をした4年後の1982年時の直径階別の本数

比率を示したものである(2)。列状間伐3,4kll区はこの

時点では|司じ処理区に当たるが,ともに18cl1l以上の太

い個体の比率は40％前後とﾘ状間伐2回区と比べて

も低く，他の2処理区よりも30%もの差があった。

次にすべての区が定性間伐した1992年の間伐材を

基に,径が15c111以上の用材になるものとそれ以下の径

で燃材にしかならないものとに2分し，燃材(小径木）

の占める材績制合を調べたものが図･7である。ここで

図･5は，各間伐区の1985年と1992年における年間

材積成長量を示す。列状間伐の回数と年材積成長鎧と

の関係は，両調査年とも総材積量の示す傾向と同じだ

った。しかしながら，林齢が高まった1992年に測定し

た値のほうが，年材積成長量における列状間伐の繰り

返しの影響は大きかった。

列状間伐は下層間伐など従来の間伐法に比して林冠

の閉鎖が大きく破られ，回復に要する時間が長いので，

林分成長にとって大きな損失を招く(6)といわれている。

本試験での定性間伐は一般に下層木だけでなく，空間

を効率よく確保するために上中層の個体も除く方法を

とったため，定性間伐の回数が多いほど残存木の成長

はより促され，高い林分成長量を示したと考えられる。

前述したように，列状間伐の間伐量と2回目以降の

定性間伐したそれとは，明瞭な違いは見られなかった。

しかし，結果的には列状間伐回数が増すにしたがい，

年間材積成長量は低下し，材の総牛j鼈量は林分蓄積量

林業技術N()6451995.12
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ることは慎まなければならないことは確かである。

この点も含めて，従来から指摘されているように本

来の間伐ではないとされる列状間伐であるが，場合に

よっては間伐手遅れ林分を増やさないための便法とし

て実施を推進する余地はあると考える。列状間伐に定

性間伐を加えた方式(5)がすでに模索されているように，

列状間伐の功罪を考え，磯械的な間伐の利点を績極的

に利用しながら，その欠点を他の方法で補うような間

伐方法が早急に確立されてよいだろう。

なお蛇足ながら付け加えると，この間伐試験の唯一

の欠点は，無間伐区が設けられていないことである。

機械的な間伐，特に度璽なる列状間伐の実施が，林分

の成長戯を低下させることははっきりした。しかし，

｢列状間伐でも無間伐よりまし｣といった古くからの問

題提起を，ここでも解決できなかったことが心残りと

いえる。

原典

VilasBOsmar,MarcoA.deO.Garrido,LedaMaria

doA.GurgelGarrido,C.A.BertoluccieM・Santos;

ConfrontoentremetodosdedesbastelllCongresso

FIorestalBrasileiro,498-501,ANAIS,1993

０
８
６

２
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図・7列状間伐処理回数の違いと1992年時の間伐木の燃材

（小径木)の比率

は，列状間伐4回処理区で燃材の割合が明らかに高か

った。これは，この間伐が初回の定性間伐であったと

いうことも関係していよう。しかし,:11Wiも間伐を繰

り返してきた林分にしては細い佃休が多く残っていて，

効率の悪い林分管理をしていたとの見方もできる。

次いで列状間伐を1回から3回繰り返した林分と定

性間伐のみの林分とで比較したが，燃材の占める割合

に違いは兇られなかった。したがって,31可まで繰り

返しﾘ状間伐を実施しても定性間伐と同じような林分

管理ができたと，この項目の結果だけに限っていえば

言うことができる。

④おわ りに

平坦な立地で成長の旺朧な樹極：スラッシュマツの

ようなものでも，成長状態，材職篭，材の質などの調

査項目により，負の影響が発現してくる列状間伐の回

数は一定でないことがわかった。これらのことから，

間伐後の材の質や蹴にのみ着目するか，搬出経費など

も考慮する低コス|､林業の観点から検討するかなどに

より，列状間伐の是非，あるいは許容できる範囲の列

状間伐の回数などの評11ii基準は変動するものと考える。

トドマツ林において上層，下層，全屑間伐などとと

もに列状間伐を行い，間伐方法の通いとその後の成長

との関係を調べた結果では，いずれの間伐方法も従来

から指燗されているような間伐効果が得られている(3)。

今|風Iのサンパウロでの列状間伐の結果も，繰り返し間

伐の結果を除けば，これまでの列状間伐の常識から大

きく逸脱したものではない。したがって，ここで示し

てきた一連の結果は,H本でも十分当てはまるものと

考える。しかし,I~I本の場合，列状間伐林分は湿雪に

よる激害の心配が商い")などの指摘もあり，単に成長

状態とか作業コストの耐だけで判断し，安直に導入す

引用文献

(1)阿部鴻文ほか？モービルタワーヤーダによる列状間伐集

材作業の生産性とコストII林諭104:849-850,1993

(2)MarcoA.deO.Gan･idoetal:Confrontoentl･e
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tal38:13-33．1984
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企画林野庁林政部木材流通課／業務部販売推進室

指導林野庁森林総合研究所

このビデオは,r|木｣の効川についてのさまざまな研究成果
をもとに,実際に私たちの藤らしや公共の施設の中で,「木」
をたくみに用いて｢健康的｣な暮らしに役立てている例を紹

介し，あわせてr木｣の利用推進の一助になることを願うも
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森林資源とその利用を把握する
枠組み - 森林資源勘定の研究動向

重量 はじめに ー 森林資源勘定とはなにか

森林資源勘定といっても何のニとやらピンと こない

読者が大半だと思う。「勘定」もしくは 「会計」という

語:来はとかく「カネ勘定」を述惣させてしまうので，

昨今話題となっている林野庁の公疏的機能評価けや

「グ リーン GDPJ(経済企悶l庁による試算)引のように，

蒜林資源のlll1i値またはその変化をすべておカネに微罪

するものだと!t;!，われるかもしれない。

確かに 「すべてをお金で評lll1iしてこそ(企業の)勘

定だ」と断じる会計の専門家もいるが，71i代メソポタ

ミアで勘定というシステムが考察されたころには，貨

幣はまだ存在せず，モノ(物量)の単位で記録された

勘定が共同体の財皮管理を目的として活用されていた

という。このように，もともと勘定というシステムに

は，カネもうけのための計算手段である以前に財産省'

lll!のための帳簿'f'Fりという盛夏な役立ちがあった。こ

の役立ちに目をつけたヨーロッパの国々が. m'や トン

とい った物詣単位で森林を含む臼然資源の勘定を作り

始めたのは 1960年代の後半であり，以後.国際機関等

で検討が進められ近年再び注目を集めている。こうし

た研究史を踏まえて，筆者を含む研究ク'ループ3)も，わ

が国における 「森林資源勘定」の作成手法の開発を同

指 してきたところである。

森林資ilhlWJ定をおカネの単位で1'1"るか物量単位で作

るかの選択は，方法論やぬiJfJtlーの検討に基づく選択で

あると|同時に，哲学の選択でもある。「経済の指棋がお

カネで作られているから森林も負けずにおカネて、手I'-fllli

しよう」というのが公詩的機能訓'filliやグリ ーンGDP

の析学であるのに対し， 「森林を含めた |当然資源 ー般の

帳簿というものは，おカネといった経済悩勢や社会の

仕組みによってどうにでも変わってしまう評価li基準で

はなく ，日l'(材fj'l・休航)のような，いつでもどこで

も変わ らない客観的なす|叩lIiぷ準で記録しておいたほう

が，長期的なモニタリングや広域的な意思決定のため

に役:'l:つ確実な情報が得られるし，そもそもモノの話

すらわからないようではカネで評filliできるわけがない

ではないか」というのが欧州流の哲学であった。つま

り，物llt:i削立の却IJAが先決だということである。

欧州流の物ii勘定て、は白書投資源と経済とのつながり

ふるいどひろみち

古井戸宏通

森林総合(iJf究所林業経営古11経済分析研究室

が見えないかというとそうではなし、。逆に，勘定をう

まく設計すれば，物il-i単位の情報を伝統的な経済統計

と互換性のある形で幣備し，これを経済モデルと連総

してシミュレーション分析を行うことができる。後述

するように，欧州諸国においても勘定を用いた分析手

法の開発こそまだ研究段階であるが，将来の分析利用

に役立つように設計された諸勘定の'-1"に種々のデータ

が料実に訟おTされていることは般かである。

筆者等の検討によ ってrYlらかになった ことは，わが

国では，森林資源勘定のデータソースそのものに意外

と不 卜分な点が多いということである。そこで， 以下，

「勘定」の作成の考え方と具体的なメリッ 卜， 欧州、|にお

ける勘定の実例，そして，わが国で勘定を作成する際

に問題となる森林統計のj莞状と諜題の/1肢に話を進めて

ゆくことにしたし、

窃 森林資源勘定の基本的な考え方

システムとしての勘定の長所は，企業会計にいう 「貸

借対照表」のようなストックの情報と，同じ く iji'l益

計算書」のようなフローの情報とを結び合わせ連動さ

せてくれることにある。そこで，初めにこの 「ス トッ

ク」と 「フロー」という概念をおさ らいしておきたし、

水の白ftれにたとえてみよう。水槽にたまっている水

があればそれはス トックであり ，何月何日現在で何リ

ットJレのノ'J(がたま っているかを測ったものがス トック

の統計却である。次に，蛇仁|から水利liに流れ込んだり

水例の排水口から流れ出たりする7.1<の流れは文字通り

フローであり ， 1 均~ Imに何リ ットルの7.1<カf流れたかを

iP.IJったものがフローの統計量である。このとき 1年分

の水の副jきを集計すれば， 「年初Jの水品，'IIのノ1，s+蛇口か

らおflれ込んだ年間水量一排水円から流れ出たtr-:間水

iiIj;二年末の;;J，惜の水量」という等式が成り立つ。もっ

と一般化して附潔に話うと，

期首スト ック+期間フロー=期末スト ック…①

となる。これがフローとストックの関係を示す基本

的な(勘定の)式である。移項して，

林業技術 NO.6'15 1995.12 
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期間フロー＝期末ストックー期

首ストック･･･②
名称単位

と言ってもよい。水棚の水を主

表．l森林資源勘定を構成する主要な勘定群

森 林 勘 定 n f
人公に見立てて②式を眺めると，

｢1年間の水の出入り＝水槽の水林地勘定ha
林産物勘定t(mm)

量の1年間の純増」と読める．‘)。
森林管理勘定円

ここでこの式がなぜ成り立つか

をせんじ詰めて考えると，水は決

して理由もなく消えてなくなったりしないという事実，

つまり物質．エネルギー保存の法則（以下，単に物質

保存則と呼ぶ）からきていることがわかる。こうした

観点から降水鐘や蒸発散並や経済活動による水利用量

等の関係を流域単位で見てやれば，流域の水資源勘定

ができあがることにお気付きだろうか5)。ちなみに,通

常の企業会計がおカネの蝋位で作られているのは，現

金や商品は決して消えてなくならないという法則が基

礎になっているからである。つまり，単位が何であれ，

①式または②式中のすべての項目で単位が統一されて

いれば，勘定の形を生かしたことになるのである。

このように考えてくると，森林資源勘定の場合は，

川上の森林の立木蓄穣について材穣(nf)単位の森林

勘定を作成することがまず考えられ，続いて林地を含

むいわば国土面赦保存の法則を使って面積(ha)単位

の林地勘定を作成して而獄の増減を把握し，林産物

(紙.パルプを含む）の採取･加工から最終消費までの

過程で物質保存則に基づいて重戯(t)単位の林産物勘

定を作成し，さらに，森林管理のための資金の流れを

いわば貨幣保存の法則を利用して貨幣（円）単位の勘

定として補助的に作成することも可能である。ここで，

森林勘定の主人公は立木であり，林地勘定の主人公は

林地であり，林産物勘定の主人公は林産物であり，森

林管理勘定の主人公は森林の管理に使われた資金であ

る。ほかにも考えられなくはないが，大切なのはこれ

らの勘定群相互のつながりである。たとえば，森林勘

定の中の「人為的伐採による立木蓄積の減少盆」は，

林産物勘定の中の「国産材丸太の採取最」に等しい。

以上をまとめて，わが国で作成する場合に必要となる

データソースを加えたものを表・1に示す。

このように，勘定の作成にあたっては，まず勘定の

主人公を設定する必要がある。次に，勘定の主人公を

定量的に測定するための単位と法則を見つけなければ

ならない。最後にデータソースとなる統計を探して同

じ単位にそろえてやり，なければ独自に調査を行った

り統計部局に調査をお願いしたりする必要がある。

このような諸勘定を作成することによって得られる

林業技術No.6451995.12

主人公依拠する「法則」必要なデータソース

立木

林地

木質系生産物

森林管理壹金

物質保存則

国土保存則

物質保存則

貨幣保存則

森林資源調査・森林簿

林地開発統計・土地利用統計

木材関連産業の産業連関表等

林家経済調査･…テｰﾀ等

具体的なメリットは何だろうか。1つは，種々の統計

情報の突き合わせによって盤合性が得られることであ

る。例えば，フローの統計戯とストックの統計鐘を突

き合わせてみると計算が合わないことがままある。ど

こに誤差脱漏が生じたのかを探求することが大切であ

り，そうした地道な作業の中から，森林勘定の例だと

枯損木や伐り捨て間伐の存在，また林産物勘定の例だ

と製材歩止りの悪さ等々が示唆されるかもしれない。

このように，「勘定｣の持つ力は，統計の婚合性をつれ
●●●●P●●●●●●●,●●●●●●●

に確認しながらデータを蓄績していく,枠組みを与えて

くれることである。2番｢Iのメリットは，今の点に関

連して，ストックの統計最とフローの統計粒の双方を

提供することで意思決定に役立つということである。

車の運転席に，スピードメーター（フローの指標）に

加えて走行距離計や燃料計といったス!､ツクの指標を

示す計器が別々に付いていることからもわかるように，

ストックとフローの情報は別々に，多元的に与えられ

たほうが意思決定の役に立つことが多い。3番目のメ

リットは，森林勘定・林地勘定・林産物勘定の各項目

について無理やりおカネに換算しないことから生まれ

る。すなわち，例えば森林勘定・林産物勘定において

は物質保存則以外何も仮定していないので，どんなに

社会構造や立木価格が変化しようとも，あるいは市場

経済の発達した国であろうと未発達の国であろうと，

はたまたそうした社会構造の異なる国々の間で貿易が

あった場合でも，一貫性のある情報を提供し続けるこ

とができる。

なお，勘定の形で統計情報を盤附しようとすると，

日々の取引やそれによって生じるはずの在蝿の変化を

記録する「簿記｣および，定期的な在庫調鴬である｢棚

卸」が必要になる。つれ日ごろからこれらをやってお

かないと，年度末の決算報告のときにポロがII:Iる。つ

まり，森林資源勘定を定期的に作るとなると，森林資

源調査・林家経済調査・製材工場調査などをしっかり

やって川上から川下までの帳簿を作る必要が出てきて，

統計部局の仕事の指針が定まってくる。なお，わが国

の森林統計の問題点については⑧節でまとめて述べる
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表･2フィンランド：森林勘定（単位：千｢Yf) 森林

(＋13800） 39001240(）

合計パ イ ン ｽ ブ ﾙ ｰ ｽ 広 葉 樹

ストック1990.1.1

年成長量

損 失室計

自然損失

伐採量計

収種時の損失

純伐採量

製材用丸太

パルプ用材

燃材

ストック1990.12.31

1.896,333

77.000

54,950

1.270

53,6帥

4,800

48,880

21,160

24.360

3,360

1.918,383

864.784

36.000

21.060

630

20,430

1,350

19.080

9,130

9.410

540

879.724

684,138

26.000

22.140

370

21,770

1,230

20,540

10,470

9.540

530

687.998

347.410

15.000

11,760

270

11,490

2,230

9,260

1,560

5,410

2,290

350,650

1600160(）

農地

(-12000）

荒廃地

(-10300）

０
０

知
一

０
０
４
６
６
５

縦

一

＝

I錦
非生産地

(＋8500）

lli位：ha

図・森林地域における林地の10年勘定
（1969-79年)(出所：フランス統計経済研
究所刊1986,『天然資源勘定』p.251)訳沈：’収稚時の掘失」は棚端･枝条など川所fフィンランド統諒｜

局『121然街源勘定1980-199()木間断派勘定』1992年，p､55

や商品の分類について経済統計との共通性を持たせる

必要がある。

(5)森林管理勘定：世界的に研究例のない分野である。

森林管理以外のいくつかの分野で資金循環の勘定を試

作したフランスの例を参考にしながら，わが国では世

界に先駆けて，大石康彦氏（森林総研東北支所）らが

関係者への聞き取り調査に基づき，レクリエーション

を目的とした森林管理にかかわる勘定をテストサイト

において試作し，大規模な設備投資が行われた地域と

自然を生かした管理が行われている地域での資金の流

れの違い等を鮮明に示すことに成功している71。

鰯わが国の森林統計の現状と課題

表｡lに示したデータソースは，わが国の森林資源勘

定作成にとって十分なのだろうか。勘定の試作の前段

階で見つかったわが国の森林関係統計の現状と課題を

まとめておこう。

周知のようにわが国においては，すべての森林の一

筆一筆について，地番をID(識別子）とし，所有者・

面積・樹極・蓄積・公益的機能の大小などを属性情報

として持つr森林簿」データベースがすでに存在する。

理論的には森林簿の集計によって,表･2に近い森林勘

定を作成することができる。しかしながら，システム

としては多くの可能性を秘めている森林簿だが，デー

タの信頼性に欠けるためか十分活用されていない。例

えば，フランスやフィンランドのようなサンプリング

に基づく森林資源調査が1961年以来行われていない

がために，森林簿の立木蓄職データは収秘表による計

算結果そのままであり，推計誤差すらだれにもわから

ないのが現状である。加えて森林簿の弱点は，林家経

済調査のような森林管理の統計情報や，緑の国勢調査

のような環境の統計情報とリンクしていないことにあ

ことにしたい。

●森林資源勘定の実例

(1)森林勘定：森林資源勘定の必臓部である。表･2の

ように，川上の立木の期首ストック・期間フロー・期

末ストックを主要樹種について㎡単位で示すのが基本

であり，データソースは森林資源調査である。フラン

スのように，生物相別・樹極細分類別などのクロス集

計によって驚くほど詳細な立木の財産目録を作成して

いる国もある。

(2)林地勘定：フランスでは毎年公刊されている林野

統計書に行列表の形で掲戦されている。データソース

は土地利用統計であろう。フランス自身がこれを10年

分まとめてわかりやすく図化表示したものを図に示す。

(3)林産物勘定：「使用勘定」と「マスバランス表」か

ら成る。丸太が川下で加工されて，製材品･合板･紙・

パルプなどに変換されてゆく過程を記録するものであ

る。使用勘定は，藤業連関表と各種消費調査とが主要

なデータソースであり，またマスバランス表（表・3）

の作成にとって不可欠な勘定である。実例は紙幅の関

係で割愛する6)。

マスバランス表は，各械の林産業にとって，原材料

等の流入（投入）と製品等の流出（産出）が重さで測

れば等しいという法則に基づく表であり，トン単位で

表示される。マスバランス表のデータソースとしては，

産業連関表のほかに廃棄物に関する統計が必要である。

(4)物量勘定の分析利用：フィンランドではこうした

勘定群（特に林産物勘定）を経済モデルと連結させて，

森林・林産業の発展のいくつかのシナリオが経済全体

に与える影響の予測を行っているという。こうした分

析をスムーズに行うためには，林産物勘定の中の産業

林業技術No.6451995.12
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表･3フィンランド：マス・バランス表（1990年） (単位：干乾重トン）

製材用丸太バﾙブ用材燃材残材主産物齢融産廃材鶴合計(参考）

｜
開
一
岫
一
３
一
一
一
一
一
一
一
一

９
１

媚
弱
一
一
一
一
８
－
佃
一
調
一
一
一

２

３
５
３
８

140

3.034

12

509

287

3

87

3.727

4,643

255

6,539

7,372

7,372

1,078

1.078

362

362

107

107

4250

4,250

10,953

10,953

6.555

6.555

製材業 一投入

一産出

一投入

一産出

一投入

一産出

一投入

一産出

一投入

一産出

一投入

一産出

一投入

一産出

蛾
８
卿
一
一
一
一
一
筋
一
岨
一
一
一

６
仇
３
１

2,627

315

358

96

532

150

2,032

6,300

｜
｜
躯
創
４
個
－
４
躯
一
切
一
一
一

２

｜
的
一
媚
－
３
一
一
一
一
一
別
一
一

２

７５

｜
泌
一
岨
一
別
一
値
一
剛
一
別
一
、
別

１

２
‐
｜

｜
巧
一
一
一
一
一
４
｜
但
一
砺
一
岫

３

１
４

合単板工業

パーティクルボー牌

製造業

繊維板工業

機械パルプ
エ業

化学パルブ
エ業

紙・板紙
工業

出所：フィンランド統計局r自然資源勘定1980-1990水質萱源勘定』1992年,p.78-84より作成

る。これは森林簿が悪いというよりも，林家経済調査

や緑の国勢調査のサンプルが少なすぎることに原因が

あるので，これら周辺調査の充実を切に望みたい。特

に林家経済調査のサンプルの拡充は，森林管理勘定の

作成にとっても不可欠である。

次に，林地勘定のデータソースとなる土地利用統計

について見ると，1974年の林地開発許可制度の創設以

後，用途別林地転用面積を林野庁が概ね把握しており，

このデータが『1990年林業センサス』に収載.公表さ

れている。また,1973年以前については，昔の地図を

パソコンで入力して全国的に土地利用変化を推定して

いる研究グループもある。

一方，川下の林産加工業については，工場内の在庫

統計や廃棄物関連統計の拡充が望まれる。

鐙むすび

一般に，勘定を作るには手間暇がかかる。企業会計

においても，面倒な複式簿記から会計諸表を作成せね

ばならない。その過程を顧みると，株主や経営者への

情報開示を目的とし，所有権の及ぶ範囲でもうけにつ

ながる財産について，現実に発生した取引の記録（簿

記）を積み上げて作成している。ところが，林業がも

うからない現状では，森林の簿記は，所有者にとって

これを作成する積極的な動機に乏しい。仮に林業がも

うかったとしても，公益的機能にかかわる情報につい

ては，だれも帳簿につけようとはしないであろう。森

林土壌から流れ出る良質の水といった公益的フローは，

彼ら自身の財産として販売することができないのだか

ら。したがって森林に関する統計情報の整備はすぐれ

て公的機関の仕事である。森林資源勘定の前に森林資

源簿記が必要である。

冒頭に述べたように，大昔の簿記・勘定システムは，

共同体の財産管理を目的として考案されていた。森林

は国民共有の財産であるとしばしば言われる。優れた

簿記システムである森林簿に生命が吹き込まれ，デー

タベースとしての現場での利用や，適切な集計量の国

民への公開がなされてこそ，「共有財産としての森林」

としての内実が伴うのではなかろうか。

最後に，これまで紹介した森林資源勘定はすべて一

国単位のものであったが，わが国のような木材輸入国

においては外材輸入が輸入相手国の森林資源に及ぼす

影響を記述する必要がある。このためには，海外の森

林勘定とわが国の林産物勘定とをリンクさせる必要が

あることを付記しておきたい。

注

l)1992年度林業白書で,rl年39兆円の効用」があるとし
ている．すでに存在する森林の機能をプラスに貨幣評
価するもの。1993年4月14H付朝H新聞に解説記事
がある。

2）詳しくは，口本経済新聞1995年8j~119日付（田丸征
克氏稿)。森林の過伐があれば,それをマイナスに貨幣
評価する。

3)1991～94年度にかけて環境庁の研究助成を受けた。
4）企業会計の言葉に直すと「期中損益＝正味資産変化」

（もうけや損が出れば,必ずその分だけ資産が増減する
の意）になる．

5）これはフランスで実際に試作されており，大変魅力的
な研究分野である。

6）中欧オーストリアの例を『森林総合研究所所報』71
号，1994年，に示してあるので参照されたい。

7）近く，『H林諭』でその成果が公表される予定である。

林業技術No.6451995.12
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｢豊田市水道水源保全基金」
について 園

鶴はじめに

本市では，平成6年4月，豊田市水道水源保全

基金が設置され，本年で2年目を迎えましたが，

平成5年9月豊田市水道事業審議会の答申を受け，

基金創設を打ち出して以来，現在まで，各地から

多くの問い合わせをいただき，水源保全に対する

関心の高さにあらためて驚いております。

以下，基金創設までの背景，現在の状況などを

紹介させていただきます。

露豊田市の概況

本市は，明治，大正期まで養蚕で栄えましたが，

昭和に入り世界的に生糸需要が後退するとともに

衰退してしまいました。そうした折，現1､ヨタ自

動車㈱を誘致し，第二次世界大戦後の積極的な工

業振興策により自動車関連企業が市内に立地し，

現在では東京，大阪に次ぐ全国トップクラスの工

業都市に成長しました。このため，本市は「自動

車のまち」と呼ばれ，近代的な産業都市というイ

メージが定着しています。
ころも

昭和26年3月に挙母市として市制施行以来,昭

和34年1月の豊田市への市名変更を挾んで,昭和
かみごう

31年から45年までの15年間に，高橋村，上郷
当なげ

町，高岡町，猿投町，松平町と相次いで合併を行

い，市制施行当時と比べ市域面積は7．5倍に，人

口は34万人を超えています｡近年では,工業機能

にとどまらず，商業・業務，文化機能の面での集

積を進めており，名古屋都市圏における主要都市

の一つとしての役割を果たしつつ，広域的な地方

拠点都市としての役割を担っています。

本市は,名古屋市の東方約20～30kmと愛知県の

ほぼ中央に位置し，市域は濃尾平野と愛知高原と

の接点に当たる部分に広がり，長野県を源として
やはぎ

三河湾に注ぐ全長117kmに及ぶ一級河川矢作川の

中流域にあります。矢作川は市域を南北に貫流し

こじましようすけ

小島昌資 ㎡孔
豊H1市水道局水道事業管理者n0565-31-l.212・代表

ており，市民の日常生活に大きなかかわりを持つ

河川となっています。

市域の土地利用状況は，都市化が進んでいると

はいえ，住宅地，工業・商業地などの都市的土地

利用が約3割，農地，山林などの自然的土地利用

が，約7割と，世界的な工業都市でありながら豊

かな自然を有するという特徴を持っています。

「水と緑｣を政策理念に掲げる本市は，ふるさと

の持つ自然や文化，産業を大切にしながら，より

豊かで生きがいのあるまちづくりを目指し,｢やさ

しさ，みどりはつらつ未来」を合言葉に，将来都

市像の「産業文化交流都市」の実現に向けて，平

成3年に策定した「21世紀未来計画」に沿って事

業に取り組んでいます。

③豊田市の水道事業

本市水道事業は,昭和29年3月に認可を受けて

創設され,昭和31年1月の給水開始以来,40年間

にわたり給水区域の拡張と水源確保を目標に5回

の拡張事業を実施し，平成3年度には市域の定住

区すべてを給水区域とするまでになりました。現

在は，昭和63年度から始まった平成12年度に向

けての第6次拡張事業計画に取り組んでいます。

本市水道は創設当時，自己水源(地下水)100%

で給水していましたが,昭和40年代の激増に応ず

る自己水源の開発が困難であったため，矢作ダム

を水源とする県営水道用水供給事業に依存するこ

ととなりました。

本市水道の配水量（給水量）に対する県営水道

からの受水量の割合である県営水道への依存度は，

現在約7割ですが，新たな自己水源の確保は難し

いことから，将来的にこの依存度はさらに高まつ

林業技術N().6451995.12
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水道事業会計 |水道水源保全事業特別会計 |水道水源保全基金

収入

水道料金
|＝＞

－ ’
支出 収 入

水道水源

保全事業負担金

l水道水源
保全率業負担金

ｰﾗ1－型

2基金運用利胤

)｢>錐金繰入金

’

二＞

支川

l水道水猟
保全事業潤

2水道水源
保全錐金秋立命I一基金祇立一÷述用一＞取り 崩し

水道水源保全基金および特別会計の概要図

O基金および特別会計の概要

一水道事業会計では，水道料金の中から，水道使用水最1nf当たり1円相当額を水道水源保全事業負

担金（｢負担金』）として水道水源保全事業特別会計(rWI会計｣）へ支出します。

特別会計では,収入された負担金を水道水源保全事業費に充てるわけですが，具体的な事業が決ま
るまで水道水源保全基金（『基金｣）へ積み立てます。

基金に積み立てられた資金は運用され，発生した利息は特別会計に収入され，基金へ穂み立てられ
ます。

事業麺愈に当たっては，負担金および基金積立額の取り崩しにより，溌用に充てられます。

ていくと予想しており，矢作川への認識もさらに

高まっていくものと思っています。

④矢作川浄化への取り組み

(1)矢作川沿岸水質保全対策協議会

高度経済成長時代初期に当たる昭和30年代半

ばの矢作川は，窯業原料や建設資材としての川砂

利採取が活発化して川が濁り，加えて工場廃水な

どの流入により水質の悪化が著しく，下流部の農

業，漁業への被害が出始めました。

被害団体は，被害の拡大防止，河川の浄化を求

めてそれぞれで抗議活動をしていましたが，効果

は上がりませんでした。その中,昭和44年9月に

農業，漁業団体が中心となって一つの組織，矢作

川沿岸水質保全対策協議会（｢矢水協｣）が結成さ

れ，矢作川河川浄化運動が一本化されました。昭

和50年代に入ると矢水協の運動が実り,徐々に浄

化の方向へ向かい，清流が蘇りつつあります。

休業技術No.6451995.12

矢水協は行政と一体となって開発事業者に働き

かけ、協調することで共存を図り，矢作川の水質

保全と浄化を目指して活動し，今では川を汚さな

い開発手法として「矢作川方式」が確立し，定着

しています。

(2)財団法人矢作川流域振興交流機構

矢水協の運動は，独自の水質基準の設定や乱開

発規制への直接的な関与が挙げられますが，運動

を通じて矢作川上流域と下流域との連携，協調が

生まれました。そして平成3年3月9｢流域はひと

つ，運命共同体」を柱とした相互扶助の精神に基

づいて，矢作川流域での自然と人間，工業と腱・

漁業，‐上流と下流など互いの共生を図り，交流を

深めることで流域全体の振興を推進することを設

立趣旨に掲げる卿矢作川流域振興交流機織(｢交流

機構｣）が誕生しました。

矢作川流域27市町村と矢水協の事務所のある
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明治用水土地改良区との28団体で構成する交流

機構は，3億円の基本財産の運用益を活用し，地

域振興事業，地域交流事業などを行っています。

(3)財団法人矢作川水源基金

矢作川には交流機構とは別に，愛知県と県内流

域20市町村で織成する側矢作川水源基金（｢水源

基金｣）が昭和53年2月に設立されています。水

源基金は,交流機構と同様に5億8500万円の基本

財産の運用益を活用し，矢作川水源地域の長野県，

岐阜県の5町村を含む流域14市町村が実施する

水源かん養林の造成，地域振興対紫などへの助成

(資金援助）を行っています。

鰯水源地域の保全

矢作川水源地域は，長野県，岐阜県，愛知県の

3県にまたがる山間部で，各自治体では近隣都市

部への人口流出が進み，過疎化・高齢化に頭を悩

ませています。

特に林業では深刻化しており，利益の上がらな

い林業を離れて都市部へ働き場を求めることで林

業後継者が不足し，林業従事者の高齢化を招いて

いるわけです。また，山林所有者が都市部へ移り

住むことで山林管理を放棄するケースがあり，山

林は荒廃してしまいます。言ってみれば，全国の

山間部で見られる現象は矢作川水源地域でも起こ

っているのです。これは当然に水源地域の森林の

衰退を意味し，荒廃した森林は山崩れなどの災害

の要因となります。

水源地域の森林が持つ水源かん養機能をはじめ

とする公益的機能の重要性は広く知られています

が，この機能を維持，保全していくためには，水

源地域の住民，山林所有者が努力するだけでは限

界があります。水源地域の住民はダムの水を直接

利用することはなく，下流域の住民の

ために機能維持の努力をしているわけ

です。したがって，水源地域での努力

に対し，恩恵を受ける下流域の住民が

感謝をし，可能な協力をすることは必

要なことなのです。

③豊田市水道水源保全基金の創設

本市では4年に1度，公共料金の見

直しを実施しています。水道料金につ

いては，平成2年度の料金改定から4

年目に当たる平成5年度に，適正な水

道料金のあり方について豊田市水道事

･水道メーターは、

常に検針できるように
しておいてください。

・メーターで

漏水の有無を
確認しましょう。

水道局からのお知らせ

｜
Ｉ

様
お客操番号

(2カ月分）O水過料金霊

前回分口座振替済のお知らせ

（懐悶期 悶）

霊替日

㎡
円
円

｜’
卜距金騒をロ僅か邑搬り轡えさせていただ宮涙し肥画 。上配水皇料金のうち1がにつき1円は水源保

全のために便館させていただきます．

O下水週使用料金表（2カ月分）
舎回分使用水璽のお知らせ

メーター，償針目，
（使用期間

水腫区分

20㎡まで(基本）

21肺－40㎡

41Wf-100㎡

101㎡~2001Tf

201㎡～600㎡

601耐以上

円
円
円
円
円
内

０
０
０
０
０
０

０
８
９
０
１
２

金
３
１
１
１

１き
き
毒
窪
き
き

つ
つ
つ
つ
つ
つ

朝
イ
ー
」
一
』
一
」
一
』
一
」
一
」

甲
州
欣
畝
耐
硫
嗣

◎市民PR

本市では，水道料金改定と合わせて基金

を創設しましたので,市民へのPRは，水道

事業審議会の答申内容として平成5年10

月1日号の市広報紙「広報とよた」への掲

載,料金改定内容として平成6年3月15日

号の広報紙への折り込みチラシと啓蒙に努

めました。

現在では，検針票の裏面に料金表ととも

に，水道料金のうち1ITfにつき1円を水道

水源保全に使用する旨を表示しています。

今回指針
前回指針(－）
旧M水風（＋）

耐
同
好
服

会回使用水量 if

水道料金予定顔(脳
下水這使罷料予定図(鰹

謂求予定顔(腿

円
円
円

o上踞により算霞した金額に澗賢税額が如算さ

れ忠す．

。この用紙では綱{Wできません。ロ鰯漏替でな

い方は．翌月初旬．鞠入通知霊藍発送します。

口鮪居の隙は3日前までに下露へご運総ください匂

｡問合せ査31－1212《代表）

・水運料金について（内睡3221）

・候針･紀居について《内線3224〕

・下水蓮使嗣料について（内蝉2442）

口康檮曹の方は 園笹の予定です

いつもご協力いただき

ありがとうございます。

裏面もご覧ください。

豊田市水道局業務課
念31－1212(代表）

水通事桑ば瞳保の水遵料垂で運営されています

お支払は、

便利な口座振替をノ
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基本料金

メーターロ

13”

20

25

釦

40

印

”
閃
】

科金（円

1．

2

４
『

8

225 0

｜
Ⅲ
一

一
匁
二
｜
Ｘ
’

水且科全

＊豆区分

1～20

、

21-“

41～80

81-120

121以上

斡全(円

1Wnこつ毒

61

81

151

191

241

内駅

基 本 鰹金

水■料金
淵費税額

金磁擾閣

上永廻 下氷遍
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業審議会に諮問しました｡その審議の中,水道水源

を保全するための費用として，使用水量1㎡当た

り1円相当額を水道料金に算入することを提案し

たところ,当審議会委員全員の賛同が得られました。

これは今まで述べてきた本市の「水と緑」に対

する基本姿勢，水道水源としての矢作川の重要性，

矢作川浄化への流域での取り組み，水源地域への

感謝などの背景に加え，世論としての環境保全へ

の関心の高まりが，当審議会委員の総意となって

表れたものです。

平成5年9月に出された当審議会の答申書には，

『将来にわたり，水道水が｢安全でおいしい水｣で

あるためには，水道水源の保全が必要である。水

道利用者である市民が，有限な水資源の保全と，

水道水の給水確保の重要性を認識し，水源かん養

事業や，水質保全の環境整備などを進める資金を

積み立てし，用意することを目的とした「水道水

源保全基金」の創設を提案する』と明記されまし

た。この答申を受け，水道水源保全基金と水道水

源保全事業を実施するための特別会計措置につい

て，平成5年12月市議会に条例を上程し，議決を

得，水道料金を原資とする全国初の基金が創設さ

れ，平成6年4月にスタートしました。

そして1年，平成6年度では，39,281千円を基

金に積み立てました。

鯵基金の活用

水道水源保全基金は，水道料金を原資として矢

作川水源地域の森林保全などの事業を行うための

資金で，具体的な保全事業が決まるまで，とりあ

えず積み立てておくものです。基金設置2年目の

平成7年度末の積立額は8千万円を超え，その後

も年間4000万円余が積み立てられると見込んで

います。

基金を活用する水道水源保全事業は，水源地域

自治体の意向を把握したうえで，水道事業審議会

に諮って具体化することとしていますが，水源地

域からは，「山を守るために人材を送ってほし

い｣，「手放される民有林をぜひ取得してほしい」

といった要請を受けており，近い将来，具体化で

きるものと考えております。

?健全な森林間伐・枝打ちは進んでいますか

価値の高い木材生産をめざす格動木材生産をめざす格好の手引書。

蕊
鶴間伐の畠 昌引図解編

－選木から伐採・搬出。利用まで－

霧監修／林野庁霧編集・発行／日本林業技術協会

"B5判20ページ・オールカラー定価720円(本体価格700円）鯵送料実費
改訂・増刷を重ねてきました「間伐の手引」「枝打ちの手引｣。今回，高性能機械の時代に
あわせて「間伐の手引」を改訂。本書並びに姉妹版「枝打ちの手引」をご利用ください。

霧枝打ちの手引き
蟻監修／林野庁織編集・発行／日本林業技術協会

"B5判24ページ・オールカラー定価515円(本体価格500円）蟻送料実費

社団法人日本林業技術協会事業部まで
〒102束京都千代田区六番町7番地

TEL(03)3261-6969
FAX(03)3261-3044

21世紀を迎える子どもたちへのメッセージ／

最新第5版私たちの森林平成8年1月刊行／舗柵苛礎税込み）
＜構成＞第1章世界の心配事失われていく森林／熱帯で起きていること／温帯・亜寒帯で起きていること／
森林を失うと／子孫に何を残すか第2章森林てどんなもの木のいろいろ／森林ができるまで／森林の中で
は／気候と森林／日本の森林第3章森林はどんな働きをしているかくらしを守る／くらしを豊かにする
第4章木の秘密／木の育ち方／木の中のようす第5章木を使うくらし木の性質と使い道／住まいと木
材／木材の新しい使い方／大切な資源第6章森林を育てる植えて育てる／自然の力をかりて／木材になる
まで／いつも緑の森林を第7章みんなの森林く執筆者＞森林総合研究所＝河原輝彦・鷲見博史・垰田宏

発売中／森林航測第176号鯖鰯船認乙鑑鰹織9繍捕を用い葱“
年度3回発行570円(税別，3号分購読の場合は〒込）

林業技術No.6451995.12
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＃業關顔行壽－賃

12 月

行事名 f催団体／会場／行事内容等区分 期I淵

細日本植木協会(a03-3586-7577)/石垣記念ホール(東京都港区1-9-13
三会堂ピル9階公03-3582-7451)／緑化樹木の生産・流通の安定と環境緑
化の推進に迩進するとともに，生活を豊かにし，心に潤いを与えてくれる
新しい造圃，緑化樹木の生産への期待を追求しゞこれを普及啓発する。

中央 新しい造園樹木の研修会 12．4

13:00～17:30

戯I究読創壷珊周牢記急式典開催森赫総篝畷 書瀧寵昼 ロ

＝…！ …唾…雪埋詫戸瓢詞b銅

1篭
一

I
式
辞
を
述
べ
る
小
林
森
林
総
合

研
究
所
所
長

繭
皿
伽
加
叩
叩
叩
叩
叩
叩
一
『
一
闇
１
１
‐
園
回
国
■
■
■
、
．
・
勺
ｊ
〃
鼻

＃
司

一

議曇
＝＝＝王_垂

腱 鍵電

靜砦遼
４

吟
ｂ

学
べ

記念植樹をする須藤日本林業協会会長(左)，武井全国林業

試験研究機関協議会会長(中)，弘中林野庁指導部長(右）

中指導部長）挨拶に続き，松本農林水産技術会議

会長，須藤日本林業協会会長等の来賓祝辞等があ
って滞りなく執り行われた｡また創立90周年の記

念として,所内のサクラ見本園に「楊貴妃」と「鯵
金（うこん)」のサクラの苗木が代表者によって植
えられた。（森林総合研究所提供）

わが国唯一の森林・林業・林産業に関する唾|立

の試験研究機関である森林総合研究所は,明治38
年(1905)11月1日に腱商務省山林局林業試験所

として発足して以来,本年が90年目を迎えたこと
から，11月1日に所内の体育館で招待者や元職員

約330名が出席し，盛大に記念式典が行われた。
式典は小林所長の式辞，林野庁長官（代理・弘

鍵
蕊
難
蕊
一

＊森林計画研究発表大会の開催および総会のお知らせ

第43回森林計画研究発表大会〔部会別発表大会)DII時：平成8年2月8日㈱9:00～17:00口会場：国立
教育会館(〒100千代田区霞が関3-2-3)口部会別発表：森林政策部会，森林経営部会，森林計画部会，森林
施業技術部会，森林調査部会〔代表発表会〕口日時：平成8年2月9日悶午前口会場：学士会館(〒100千
代田区神田錦町3-28)口代表発表会：各部会より1名ずつ代表発表〔平成8年次森林計画研究会総会〕口日
時：平成8年2月9日鯛午後口会場：同上（学士会館）
※問合せ等は森林計画研究会（林野庁計画課森林計画指導班…嶋田・内線6202)まで

今｢第1回森林と市民を結ぶ全国の集い－市民が支える森林づくり」開催のお知らせ
口趣旨：日本の森林を守り育てていくためには，国民の参加と支援が必要です。森林に興味を持つあらゆる
人たちが集い今後の日本の森林について意見交換をします。ロプログラム：パネル討議，分科会，森のワー
クショップ，交流会，資料展，全体会口実施団体：主催／同上全国実行委員会･㈱国土緑化推進機構，後援／
林野庁・環境庁・文部省・自治省他口期日：平成8年2月16㈱～18日(日)（2泊3日)口場所：国立オリンピ
ック記念青少年総合センター（東京)口参加者：募集人員800人（募集締切平成8年1月19日必着)口参加
費：一般5000円，学生･生徒2500円(交通費および宿泊費･食費(2泊5食9700円･交流会費含)は自己負担）
※詳細は,全国実行委員会事務局(〒160束京都新宿区三栄町6小椋ビル201森づくりフォーラム事務局

気付（担当・清水)a03-3341-1452FAXO3-3341-1453)まで

林業技術No.6451995.12
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第1回林業技士体験記（論文）コンテスト
優秀論文要旨紹介

日本林業技士会が初めての企画として棚日本林業技

術協会の後援により，本年5月募集した林業技士体験

記には20名の応募者があり,厳正な審査(審査員別掲）

により次の6氏が入賞されました。

林野庁長官賞：荒井隆幸（群馬県）自営

細日本林業技術協会理事長賞：金吉郎（秋田県)自営

横田善翁（島根県)大和森林㈱取締役相談役

日本林業技士会会長賞：高橘響二（秋田県)太平林産

㈱前･代表取締役

斉藤鬼紀夫（熊本県)芦北町森林組合長･町議

勇年幸（鳥取県)㈱河金組取締役技術部長

●審査員（順不動）

林野庁研究普及課長･大lil剛，㈱日本林業技術協会

林野庁長営賞I簿繕蕊｜荒井隆幸
(林業経営）

林業技士の資格が

生涯の仕事

1．はじめに

私は現在67歳である。昭和56年に林業技士登録資

格認定証をいただき，現在林業技士の資格を活用して

次のような仕事をしている者である。最も得意とする

分野は「森林植生・土壌」である。

2．前橋市生涯学習指導者人材バンクに登録

毎年の行事として，前橘市のある地区の子供育成連

絡協議会で，小学5年生を対象に赤城山で1泊のキャ

ンプ生活が行われていた。私は同僚からの紹介で植物

の自然観察を受け持つことになった。父母，子供合わ

せて150人ほどの団体である。時期は夏休みであるが，

その年によってテントに泊まったり，赤城少年の家に

泊まったりで幾年か続いた。そんな実績もあってか，

前橋市生涯学習推進本部から前橋市生涯学習指導者人

材バンクの登録依頼があったのでお引き受けすること
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入澤林野庁長官(左)からの撤状授与710．12

専務理事・小泉孟，㈹全国林業改良普及協会専務理

事・真柴孝司，側林業科学技術振興所代表理事・原田

洸(座長)，日本林業技士会副会長・梶山正之

入選論文のうち次の3点の要旨をご紹介します。

にした。その指導について一例を挙げると，

昨年9月，前橋のある地区の方から電話で問

い合わせがあった。内容は，街路樹や公園樹

木について勉強したいので市役所に問い合わ

せたところ，あなたを推薦されたとのことで

あった。承諾すると，次のような計画書が送

られてきた。

「学びのつどい」

①内容：南町4丁目の樹木について（公

園の木や街路樹などの性質や名前などについて)，②

参加者：20名，という内容のものであった。

参加された人は日ごろボランティアで公園の手入れ

をしている方たちで，その公園は手入れが行き届いて

おり，市から表彰を受けている立派な公園とのことで

あった。私の林業技士の資格について紹介をしていた

だき，公民館で基礎的な話をして2箇所の公園と町内

の通りの街路樹などの名前，性質，また生い立ちのい

われなどを説明して，短時間ではあったがどうやら無

事終わった。

本人の専門知識に対してもさることながら，この道

の有資格者であるということに対しての参加者の満足

感もあったようである。主催者側ではこの機会を利用

して樹木に名札を掲示したいというので，しかるべき

所を紹介し，一応面目をほどこした。



3．安中市市史編さん委員会調査委員

かねて植物関係でご指導いただいている方から，林

業技士の資格を持ち植物の調査をしている者というこ

とで安中市市史刊行委員会の方に推薦され，自然編編

さんの調査委員の委嘱を受け，植物等の調査に参加す

ることになった。調査計画は，平成6年から9年まで

となっている。地形，地質，動植物，歴史等それぞれ

の専門家と一緒に歩くので，いろいろ勉強しながら身

をもって体験でき，そのうえ報酬までもらえるのだか

らありがたいことである。皆さんに迷惑をかけないよ

う，楽しみながら歩いている。

4．森林観察会講師

以前勤務していた職場で組織されている自然観察会

である。著名な自然観察場所まで，バスの中での話，

自然観察しながらの各専門諦師の話などを身近に拝聴

することができ，感銘している。私も乏しい知識で精

いっぱい案内するわけであるが，季節季節の出会いの

動植物に戸惑いを感じながらも，そのつど，昔行った

所，初めて登る山等森林浴をしながら自然を満喫して

いる。その他，地域の各種団体の自然観察会には努め

て参加するようにしている。

5．各種財団法人，会社等からの委託調査

林業技士の資格をフルに活用しているのがこの仕事

である。主に手がけた仕事は，林道新設予定沿線の調

査，ゴルフ場・スキー場開発業務，森林公園整備事業，

水源山地確備事業，緑化用立木等の賦存状況調査，環

境影響調査ならびにこれに類する調査等で，森林植生

と土壌調査等を分担して調査取りまとめするものであ

る。調査時期は，年間を通して調査するもの，一時期

で終了するもの等さまざまであるが，毎年数件委託調

査を受けている。退職後恒常的にやっているので，ほ

ぼ途切れることなく順調に続いている。また，なかに

は在職中の上司の紹介で受託したものもあり，ありが

たいことである。今では関東一'9から，東北では岩手

県まで及んでいる。関係者に迷惑をかけないよう，林

業技士の名に恥じない仕事をするよう心がけ，時代に

即応できるようパソコンも活用して，よりよい成果品

を作成すべく努力している。

調査の|ﾉ1容は，在職中，森林土壌，植物調査等の経

験もあったことから森林の開発利用に伴う環境影響調

査が主な対象業務である。最初は果たして期待される

ようなtl類ができるのだろうか不安と心配でいっぱい

だったが，林業技士の資格を有するという自負心と，

何とかなるだろうと気楽な気持ちで始めたものである。

21

6会社からの委託

林業技士制度の普及啓蒙も蔚々とその成果を上げつ

つあり，各県支部の結成と充実した計画実行で今後の

活躍が期待されている。各種森林調査も林業技士の登

用が要求されるようになり，私も民間会社から委嘱さ

れ協力しているところである。

7．おわりに

40年も国有林に勤務していると，だれしも身に着け

た専門知識を有するものと思う。社会はそれぞれの分

野で，かつそれぞれのレベルの人たちの組み合わせで

営まれている。

林業技士の資格のある人が，話し合いをしながら自

分の能力力認められる機会を作り，退職後の生きがい

のある生活を見いだしていきたいものである。

森林浴を楽しみながら，行く先々での植物との出合

い，季節ごとに移り変わる花模様，水と緑のかかわり

などを見つめ，自然保護を念頭に置きながらいつまで

もこの仕事を続けていきたいものである。

自然環境の調査は，基本的には自然環境を保全しな

がら改変や開発を推し進めていく，という矛盾がある。

矛盾を解き明かすためには十分に吟味した調査をしな

ければならない。林業技士，各分野の専門家，地元の

方たちのご指導を仰ぎながら，良い仕事をしたいもの

と念願している。

＊＊＊

貰裳雛業識協芸理議長賞 金吉郎
(林業評価・林業経営）

窮余のす■言木評1面
一入札を明日に控えて

1．はじめに

林業技士（森林評価）の資格によって，これまで受

注したのは11件だけなので，そう多くはないと思う。

評価額は1件当たり平均3500万円となっている｡以上

の伽諭の中から，これはまれなケースであろうと思わ

れるものを発表することにする。

2．受注の経緯

平成3年10月1日早朝，知人から電話があり｢私の

親戚が神官をしている神社で,先の19号台風により参

林業技術No.6j151995.12
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道と境内にある杉の古木が大被害を受けた。その被害

木を明日入札にかけるが，予定価格の見当がつかない

ので何とかならないかと相談を受けた。今日中に評価

できないか」という。

それに対し，「事情はわかったが,材積の調査はして

いるか」と聞いたら，それはできているというので，

自信はないが，いちおう行ってみようと承諾をした。

3現 地 調 査

現地の被害状況はすさまじかったが，神殿と神官の

自宅を直撃したものはなかった。また，よく見ると，

根返りのものが多く，立木の途中折損とか倒伏後の折

損は比較的少なかった。また，調査野I脹も適正と考え

られたので，評価上の因子は短時間でほぼ判明した。

4．価格の評定

被害木を次のように三分類した。

(1)天然秋田杉相当で折損の少ないもの

(2)同様の杉で折損の多いもの

(3)造林秋田杉相当のもの

以下,(1)の分類のものが価格にして80％以上を占め

るので，これを中心に述べることにする。

現地調査後に残された時間はわずか4時間だった。

そこで考えたのが本題の「窮余の立木評価」とも呼ぶ
ずさん

べき方法である。杜撰のそしりは免れまいが，紹介す

ることにする。調査野I脹に基づいて詳細な計算を積み

上げている時間がないうえ，かえって実際と遊離する

のではないかと考え，まず全体を視野に入れた概略の

試算をしてみることにした。その試算を基に正規の評

価方法へ移行すれば，時間も短くてすむと考えたから

である。

具体的には，良材（1～2等材）と，それ以外（4

等材が過半）に二分して価格を算出する方法である。

胸高直径80～100cmのものが7本あり，しかも良質

材であることから，立木1本から良材丸太が，本は採

れると考え,試算をすると18m3となった｡それ以外の

丸太は68m3であった｡公売落札価格によれば,前者は

立方メートル当たり約100万円,後者は25万円と推定

され,合計3500万円となった。これから事業費および

諸経費を差し引くと，概算で2800万円となった。後述

するが，この概算価格が入札価格と全く同じになった

のだから偶然ということができよう。以後の手順は煩

雑にすぎるので省略する。

5．入札の結果

入札の1週間くらい後に，私に電話依頼をしてきた

知人が入札結果を知らせてくれた。それによれば，評
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Ⅲ分類(1)の分は前述のとおり，入札額が2800万円,予

定価格に対する落札率は101％であり，全体の落札率

は105％であった。立木評価の応用問題のような方法

であったが，結果的には知人の依頼にこたえることが

できたものと思っている。

6．活路を求めて

（1）秋田県支部創立のころは，林業技士の名称さえ

知らない人が多かった。そのため，林業技士のPRの

つもりで「林業技士に市民権を」というタイトルで地

元の新聞に投稿してみた。しかし，それも林業技士の

間では話題になっても，一般の方々には関心を示して
こ

もらえなかった。そこで勇を鼓して地方紙・中央紙を

問わず投稿を試みた。その数は中央紙は30回ほど,地

方紙はその数倍になるはずである。ところが，新聞社

からは林業技士とは何ですか，林業技師の間違いでは

ありませんかという問い合わせは受けたが，それ以上

の関心は示してもらえなかった。投稿が無駄とは思わ

ないが，世間の関心を高めることがいかに難しいかを

痛感しているところである。

（2）これからも活路すなわち活用を求めることは難

しいと思う。国家資格は必要ではあるが，そうなった

としても座して仕事は来ないだろう。やはり自らの努

力なくしては，林業技士としての職業を支えることは

無理ではなかろうか。

（3）以上のことから考えるならば，林業技士に対す

る仕事の発注は国有林が先鞭をつけるべきではなかろ

うか。それが民有林への活用促進にもなろうし，仕事

の受注こそが技術訓練の最良の場でもあると思うから

である。

＊＊＊

蔦蒸撚業議瀧綴芸謹蕊蕊鐵 横田善翁
(林業経営・森林土木）

林業技士とわが社

私は1932年（昭7)，初めて香川県農林技手として

県庁職員に採用され,1941年(昭16)島根県庁に勤務

することになりましたが,今日まで約63年間，山との

深いかかわりを持ち，ただ一筋に生きてまいりました。



1970年(昭45)森林開発公団松江出張所退職後，引

き続いて林業事業体(昭37設立）の，主として造林関

係の役員として，若い社員の技術力向上のために，林

業技士受講を継続的に指導しているものであります。

私自身の林業技士の資格は，平成2年，まず林業経営

部門の養成講習を受講して認定登録，その翌年，会社

の事業実行と社員指導上の必要性から森林土木部門の

養成講習に挑戦し，当時80歳,最高齢受講生として資

格を取得しました。

このたび，今後いろいろとご指導にあずかりたいと

存じ，私の会社における社員に対する林業技士資格の

取らせ方，また活用の状況等を述べさせていただきた

いと存じます。

1．会社は，島根県内を中心に中国5県，そして兵

庫県の森林と取り組んでおり，最近の育林関係事業の

実施状況は平成6年度で新植･556ha,保育･7,224ha

となっています。

会社といたしましては，森林・林業の振興に絶対に

欠くことのできない優秀労働力の確保を最重点目標に

全力を傾注してまいりました。

その結果，現業社員数は平成6年度は232名（平均

年齢52.1歳)を確保することができ，造林事業，林産

事業，特産事業，苗木生産，土木事業等を実施し，会

社の全事業の受注総額は22億5200万円に達しており

ます。

2．平成7年度7月現在,営業社員46名,現業社員

254名一丸となって平成7年度事業の推進に全力を挙

げているところですが，主体の造林事業につきまして

も，林業知識の有無，行使される林業技術の適否は，

責任実施体制をモットーとする会社自体の真価を問わ

れるカギとなり，また一歩誤れば信用力の低下となり，

悔いを将来に残すこととなります。

したがって会社といたしましては，技術力アップと

信用力向上に資するため，社員で林業技士養成受講資

格該当者は，林業の専門的技術者として，全員林業技

士の資格を必ず取得しなければならないことといたし

ております。

3．会社では，昭和56年度に社長が率先して，社員

2名とともに養成講習受講生として林業経営部門の林

業技士資格を取得しました。

その後は会社の基本方針に従い，社員は順次受講し

て，平成6年度末現在は，営業男子28名中，林業経営

16名，森林土木2名が資格を取得しております。

なお，林業技士の資格取得に要する経費は，一切会
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社で負担することになっております。

4平成7年7月1日現在，資格取得の林業技士は，

会社事業の担い手として適正・円滑に推進できるよう，

各事務所に現業社員およそ20名に1名の林業技士を

配置することをメドとして，責任施工体制を取ってお

ります。なお各事務所の長には，林業技士資格取得者

を充てることにしております。

5．前記の結果は，事業実行のうえにおいても認め

られており，大阪営林局からは1級に格付けされ，前

年度請負金額制限なしで最上位の林業事業体として登

録決定をいただき，造林，素材生産事業の請負事業を

受注しております。

このほか，民有林関係では森林開発公団，造林公社，

その他一般造林・保育・森林土木関係事業を受注して，

ほとんど直営事業として実施しており，これも林業技

士配置等によるメリッ1，であり，会社の技術力等を評

価していただいたものと思っております。

6．次に日本林業技士会島根県支部の結成について

でありますが，島根県における林業技士の資格取得者

は77名に達しており,県関係ご当局等の穣極的なご指

導，ご支援を得て，去る7月7日，入会者正会員55

名，賛助会員6団体をもって，全国15番目の支部を結

成することができました。
せんえつ

誠に借越とは存じますが，この支部会員に当社から

18名全員が加入し,不肖私は発起人代表に続き支部長

に，社長は理事に選任され，会社は賛助会員として入

会しています。

7．わが会社にとって林業技士制度は，社員には自

己研鍍による技術・能力向上の動機づけとなり，大変

有益な制度となっています。会社にとっては対外的に

技術力の客観的な評価を得て，信用力向上に役立って

おります。

今後は，自社のみならず日本林業技士会島根県支部

の責任者として，林業技士全体の地位向上と活用のた

め努力し，林業技士の発展に少しでもお役に立てばと

念願しているところであります。

わが国の森林・林業を取り巻く環境は極めて厳しい

状況が続いており，林業技術がますます重要になって

おり，私たち林業技士はお互いに手を取り合って林業

の振興に全力を尽くし，活力ある森林，魅力ある林業

山づくりに辿進して，立派な森林を未来に引き継ぎた

いものです。

林業技術N().6451995.12
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男鹿山スギ人工林収穫試験地
一無間伐の成長経過を探る－こんとよた

金豐太
ろう

郎
錘 ﾉ“… “……理'……ﾉ麺 錘醒 廻 …睡勾

定後「無間伐のまま推移させた林分」である。秋

田地方スギ人工林の中で，この種の無間伐的取り

扱いで推移させた林分は極めて少ない。わが国に

おいても特異な存在であり，唯一貴重な試験地と

いえる｡試験地の50年間における林分成長の経過

について，その成績をたどってみよう。

2．試験地の概要

男鹿山スギ人工林収穫試験地は，秋田営林局秋

田営林署89林班ほ小班にある｡男鹿半島の第21峰

である真山とは大きな谷を挾んで向かい合う位置

にある。標高300m,北北西向き,10｡～20.の山腹

斜面で，基岩は頁岩,BD型土壌の地況である。

1938年（昭13),林齢30年生のスギ人工林に’

総面積1.25haの試験地を設定し，毎木調査等を

主とする試験が開始された。

当試験地の植栽から設定に至るまでの保育経過

は次のようになる。

1908年植栽：本数4,000本/ha

1909～1911年怖植:936-250-335本/ha/3年

1912～1914年下刈：3年間

1918-'21-,23-,24年つる切り：4回

1932年除伐

1936年間伐：本数15%,材積10%

これに見るように，3年間の補植本数は1,521

本で植栽本数の38％に当たる｡この補植率の高さ

からも，当時の造林技術の水準では苦労を強いら

れた山作りであったことをしのばせる。この林地

の間伐は,1936年に第1回目が実施され，試験地

はこの2年後に設定されたことになる。

3．試験地の成長経過

当試験地は3区の試験区から描成されている。

面積は，それぞれI区0.19ha,11区0.23ha,In

区0.19haである。調査は,1938年(林齢30年）

1． はじめに

この収穫試験地を紹介するにあたり，収權試験

地の経緯や趣旨を見ると，昭和7年山林局による

｢国有林野林業試験業務の施行に関する件｣を契機

として，昭和9年からは営林局ごとに試験業務が

施行できることになり，試験地の設定はこれ以降

昭和14年まで急速に進んだ。この目的は,森林経

営を円滑に推進するために，樹種，林齢，地位な

どが異なる林分に取り扱いの違う施業を行って，

その林分の成長量・収穫量などを把握し，動態的

な施業指針を作成しようとするものであった。

当試験地のある秋田営林局管内の収穫試験地業

務の経過では，戦中，戦後の混乱期における調査

と管理は困難を極め，この時期中止した試験地は

少なくない。それでも昭和30年代初頭,同局管内

のスギ人工林を主とする収穫試験地は30箇所,90

分区を数え定期的に調査が継続された。この試験

地数は，同一地域のスギを対象とした数では全国

一であり，貴重なデータベースである。

また，これを基にした林分解析による成果も多

い。例えば，間伐方法の違いによる成長・収穫に

関する実証的な研究をはじめ，長伐期施業に関す

る林分特性や林分密度管理図の活用などにも大き

くかかわってきている。

収穫試験の直接的な目的は，林分の動態的特性

に基づいた収穫表の作成であるとしても，諸先輩

が営々として蓄積してきたデータからは，森林生

態学の新知見などに実証的側面から検証を行って

きたことで，固定試験地による研究への即応性や

先導的役割には大きなものがある。

ここに紹介する男鹿山試験地は，通常「無間伐

の取り扱いで推移させた試験地」と称しているが，

純粋な無間伐林分ではない。正確には，試験地設
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表･1試験区ごとの林齢別林分成織の推移(ha)

Ⅱ1区

直径樹高

(cI1)(m)

1712

1915

2116

2217

2419

2621

2722

2924

3125

3428

3428

I 区 [I区

砺
銅
釦
弱
岨
妬
印
弱
切
開
乃
乃
別

本数直径樹高材積
(M)(dn)(m)(m3)

本数直径樹高材積
(M)(cII)(m)(｢Tf)

韓
伽
一
獅
郡
班
岬
慨
伽
畑
慨
伽
州
伽

噸
姉
一
抑
即
剛
剛
噸
蠅
蠅
蠅
切
郡
那

１
１
１
１

１
１
７
５
４
５
８
１
２
５
８

３
３
２
０
８
０
７
２
４
０
５

４
４
４
４
３
３
１
１
０
０
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
２
４
５
７
８
０
２
４
５
６

２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３

３
６
８
９
１
２
４
５
６
７
９

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２

肥
妬
駝
似
別
冊
杷
盟
的
師
佃

２
４
５
７
８
９
０
１
２
２
４

１
１
１
１
１

帥
釦
刀
朋
乃
的
弱
髄
乃
鯛
羽

５
５
５
５
４
４
２
１
０
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１

８
０
２
３
４
６
７
９
１
１
４

１
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３

２
５
７
８
９
０
３
４
５
６
８

１
２
１
１
１
２
２
２
２
２
２

９
７
７
３
９
２
１
６
５
２
８

躯
羽
卵
帥
乃
乃
鯛
切
閲
〃
羽

１
１
１

写直.1林齢87年のI区の林相

1500
、

、下内Ⅱ

羊
州

林の固定試験地の中では比較対照区に相当する性

格を持つ林分である。

当試験地3区の林分成績を示したのが表・1で

ある。この林分成績と秋田地方すぎ林分収穫表7）

とを対比すると，次のような結果になる。

まず，3林分の樹高成長から該当する地位を見

ると，収穫表の地位11等地の値に同等ないしはそ

れに近い値に相当する。同様に,表･’の林齢80年

のときの林分成績を基に，幹材積，成立本数を比

較すると，幹材積では，収穫表地位I1等地の主副

合計材積は748nfを示すのに対して,I1区は1,

238m；を有し，収穫表の値を1.6倍上回る。また，

I区とⅡI区でも同様に約1.7～1.9倍も上回る蓄

積になっている。さらに，成立本数では地位II等

地の本数502本/haに対して,3区とも約2倍近

い本数を残存させている林分である。

一方，秋田地方国有林スギ林分密度管理図によ

って，本数密度と幹材積の関係における3林分の

成長経過をたどると，図･1のとおりになる。

これによると,I区とII区の設定時の林分密度

比数(Ry)はRy0.65で約1,500本/haの本数か

らスタートする｡これが5回目調査の林齢50年で

はRy0.90に達し，以後林齢80年までは自然枯

死による本数減少を伴わせながらRy0.90と最

.上大内Ⅱ

半 認
幹

1000

材800

．

■I■■

■■■

－1

、↑
~r

"600
シW

一

脂、↑
詞く

ー

、

＝

、
、
』、蝋ﾙ‘､、卜

へ

ms
－ 例

、400

、

心
1
、

200 、

40 060080010002000

本数密度(No./ha)

図･1無間伐の男鹿山試験地と間伐試験地の成長経過

の試験地設定以来，1988年(林齢80年)までの50

年間に，5年ごとの定期調査を繰り返し，11回に

わたる林分データの収集を行い，1995年現在で

は，林齢87年に達する林分になった。

この男鹿山試験地の施業経過は極めて単純であ

る。試験区設定後，間伐等の林分の取り扱いを一

切行わず，自然の推移に任せてその経過を観察し

ようとした林分である。多数の秋田地方スギ人工
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たり約17m@,II区では15㎡の平均成長量を示し

ている。これが連年成長量では，いまだ20～40nf

の高い水準の成長量を維持しており，平均成長量

と連年成長量の交点が認められない状況にある。

4．林分の利用材積による生産量の比較

前項に示した当試験地の林分成績からは，成立

本数，幹材積など，そのどれもが量的に高い水準

にあるため，一般の間伐林分とは比べることので

きない林分であるともいえる。

しかし，無間伐林の特徴をさらに明確にするた

めに間伐林分を対比させ，さらに幹材積を素材材

積に換えた場合，すなわち丸太に採材した場合の

比較からその特性を明らかにしてみたい。

ここでは，条件として「同一の地位と林齢，間

多密度曲線の間を推移している林分である。これ

に対してⅢ区は，設定時2,347本/haの本数から

スタートする。2回目調査の林齢35年ではすでに

Ry0.90に達し,以後自然枯死線に沿いつつ,最多

密度曲線に極めて近い値をもちながら推移してい

る林分である。

ところで，このような林分密度管理図の開発は，

吉良2)，四手井5)，坂口4)，安藤')の新しい森林生態

学に論拠を置く研究成果であることは論を待たな

い。しかし，当時は森林でこれを実証できるかど

うかが課題であった。ちなみに，森林，特に樹種

ごとの最多の材積をもつ限界値，森林での最多密

度曲線の決定，あるいは自然枯死線の決定など，

直面する課題のみであった。寺崎･小坂･筆者6)ら

は，これらの課題について，収穫試験地データに

よる解析を行い，これら先達の理論的研究を実証

的側面から補足した。その際，確かな参考になっ

たのが，ここに紹介した男鹿山試験地で，図･1に

認められる成長経過が大きな役割を果たすことに

なった。このようなことで，当試験地の存在は常

に重要であり「宝の山」と言える。

ここで無間伐の試験成績で重要なことは，自然

枯死木がどれほどの量になるかである。当試験地

では林地に枯死木が重なって倒伏している。林齢

30年から林齢80年までの総枯死木を集計すると，

I区は本数499本,材積158.0m3,11区は本数591

本，材積169.0㎡，そしてⅢ区が本数1,342本，

材積281.5nfになる。この枯死木本数は,I区と

11区では設定時成立本数の35～38%に当たり,本

数密度の高いⅢ区では57％の枯死率になる。

また,林分のha当たり断面積合計を見ると,通

常の間伐林分では約60㎡前後が一般的である。こ

れに対して，無間伐の3林分では林齢30年で約

40nfの断面積合計が，その後緩やかに増加し続

け，林齢80年ではI区｡Ⅲ区が100mP,II区では

これらを若干下回る86nfの断面積合計に達する

状況にある。これがどこまで増加し続けるか，そ

の限界に興味がもたれる。

さらに,林齢60年以降における材積平均成長量

(総材積／林齢)の値を見ると,I区とⅢ区は年当

林齢40年生
弱
記
輻
妃
弱
調
詣
麺
妬
旧
５
８

素
材
材
積
の
割
合
％

。
ｚ
麹

沢

山
内
沢

鹿
大
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男
上
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糞
－ 1 4 1 6 － 錘 2 4 － 2 8 野 詑 4 彫 4 8 弱 一

素
材
材
債
の
割
合
％

-1416－2224－28錨一錦4匹4858－

講
認
妬
妃
謁
記
鰯
銅
娼
氾
５
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素
材
材
積
の
割
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％

林齢75年生

‐

- 1 4 1 6 - 2 2 2 4 - 2 8 ” - 露

末口径級
42-4858－

(cm)

図･2林齢の推移と林分取扱いにおける

素材生産内容の違い
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表･2同一地位と林齢および異なる取扱い林分

における素材生産量の比較(ha)
写
真
・
２
林
齢
師
年
の
Ⅱ
区
の
林
相
（
網
肌
の
樹
皮
が
美
し
い
）

縣
素材材積｢W

幹材積計｢W

利用率％

地
齢

験

林

上大内沢II

416176

3867271106

下内沢I1

416176

351589814

382625848

929496

男鹿山II

206075

4007531026

5088811133

798591

“58081183

879093

伐回数と強さの異なる林分」で解析を行った。こ

れに当てはまる試験区は，図.lに表した高密度で

無間伐林の男鹿山II,中庸度の間伐林である上大

内沢11,そして低密度で間伐を繰り返した下内沢

1Iの3試験区が挙げられる。この成長経過を基に

林齢40年，60年，75年の3つの時期を抽出し，

この林齢における素材材積での比較を行った。

この素材材積を求めるに際しては，収穫試験地

データから得た樹幹形の指標値3)を用いて，樹皮

を除く樹幹の細りを求め，採材長を3.65mとす

る丸太の末口径から素材材積を算出した。この結

果は図・2および表･2になる。

図･2には,林齢ごとの末口径級別素材材積の割

合を3つの試験区について表した。

これによると，林齢の推移に伴う素材材積の生

産傾向は，林齢40年では末口径級16～22cnlに最

も高いピークがあり，林齢60年では16～38cmの

広い範囲に素材生産の主力がある。そして林齢75

年では,30～38cmの大きな径級に42%を占める

状況になる。ちなみに，未口径30cln以上の素材生

産割合を林齢40-60-75年で集約すると,男鹿山1I

は2-18-39,上大内沢I1は1-30-52,下内沢I1は21

-44-75の比率となる。したがって,末口径30cm以

上の径級に占める割合は，無間伐林ほど少なく，

早くから強度の間伐を繰り返した林分ほど多いと

いえる。

また，表･2には，3林分の林齢の推移に伴う素

材材積と幹材積およびその利用率を示した。

5．おわりに

無間伐林で推移させた男鹿山試験地は，木材と

蕊

§画

しての量と質で間伐林を上回るように見える。例

えば,末口径30clnの丸太の年輪幅は約1.9mmであ

り，その成長経過から推して年輪幅の乱れは考え
あみ

られない。林内を歩くと微細な美しい網肌の樹皮

をもつ林木がほとんどで，一見に値する。

それでは無手入れの林分をどこにでも造れるか

と問われれば，至難なことと言わざるを得ない。

この試験地が裏日本の台風や冠雪害から免れ，無

傷で残ったこと自体，誠に好運だったのである。

1991年の台風19号の被害でも継続調査が不可

能になった固定試験地が少なからず見受られる。

これらの気象害を免れた試験地は，超長伐期林へ

の誘導を図り，成長・収穫を主とする林分調査に

限らず，総合的な森林機能を解明するうえでの多

面的な利活用を図っていく必要があろう。

（森林総合研究所東北支所/連絡調整室長）
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造成に蒲手せよとの至上命令であ

る｡諌険地の確保はスムーズにでき

たが，苗木の確保が困難を極めた。

特殊ともいえるウバメガシの苗

木は，植栽時期の直前になって簡

単に入手できるものではない。民

間からの苗木の確保ができないた

め，やむを得ず愛媛県下の営林署

の苗畑に売れ残りで2,3年間放置

されていた苗木が約千本あったの

でそれを使用することにした。

実行結果については，私が昭和

63年4月に転勤になったので見

届けることができなかった。しか

し風の便りによると，ほとんどの

苗木が活着せず，スタートからコ

ケてしまったようである。

考えてみれば，直根であるウバ

メガシの苗木に，根切り等必要な

手入れをしないまま，掘り取って

現地に植え付けるようでは，考え

ているほどの活着率を期待するの

が無理である。

技術者として，そうしたことが

予見されながら，財政当局の考え

方に沿った試験設計をした私は大

きな責任を感じている。

田辺営林署にて

私が田辺営林署（和歌山県）に

赴任したのは平成6年4月である。

田辺営林署の管内には，紀州備長

炭の日本一の産地である南部川村

があるほか，ウバメガシの自生地

があちこちに現存しているので，

数年前から思っていたウバメガシ

との付き合いができると内心喜ん

で田辺市へやってきた。まだ一年

余しか経過していないので，思い

つきや断片的なことしか行ってい

ないのだが，恥を忍んでそれらを

紹介する。

一つはウバメガシの自生地につ

いてである。文献等によると，ウ

ウバメガシ雑感

ささきはやと

佐々木隼人 (大阪営林局田辺営林署署長）

当して2年目の昭和62年は，経

営改善の一環として営林署の統廃

合を行うことになっており，その

具体案として野根営林署を営林事

務所として奈半利営林署に統合す

ることが担当の所で検討されてい

た。その一方で，統合後の野根営

林事務所をいかにして活性化して

いくかについて論議され，技術|州

発室もその場に加わることになっ

た。そこで技術開発室としては，

林業技術の開発と普及の推進を幟

場の活性化の柱の一つとして位慨

づける必要があるとして，いくつ

かの試験・研究計画を立案した。

その中の一つに「ウバメガシの人

工林施業の確立」の課題を組み入

れた。

その理由は，(1)ウバメガシの生

育に適した箇所があること，(2)ウ

バメガシの人工林施業方法が明ら

かになっていないこと，さらには

個人的な考えとしてウバメガシの

林を育成してみたいと思っていた

からである。

いざ実行となると問題が生じた。

それは,昭和63年度から試験地の

はじめに

私がウバメガシに関心を持った

のは,昭和61年に高知営林局へ転

勤になったことがきっかけである。

すなわち，その年の秋に，清水営

林署（現在宿毛営林署）管内の学

術参考保護林に指定されていた天

然生のウバメガシの純林の現況調

査をした際に，これまで取り扱っ

てきたスギ，ヒノキ，ケヤキ，ク

ヌギなどとは全く異なった材質で

あることに気づき，興味を持った

のである。特に，石かと思うほど
なたのこぎり

の重みを感じたことと，鉈や鋸で

切り込みを入れようとしても相当

な力を込めなければはね返される

ほどの堅固な材質には，麓きを感

じたものである。

それ以来，ウバメガシについて

もっと知りたい，機会があればウ

バメガシの森林を育成してみたい

と思うようになった。そこで，こ

こでは，これまで私がウバメガシ

と付き合ってきたことを述べるこ

ととする。

高知営林局にて

私が高知営林局の技術開発を担

休堆技術No.6451995.12
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ウバメガシ稚苗の状況
ウバメガシ自生箇所

(西牟婁郡中辺路町,標高450m付近）

H.7.2造林箇所宮城川国有林61か

（西牟婁郡すさみ町）

著しいものである。例えば，地上

部がやっと見え出したころに地下

部はすでに5,6cnlも伸長している

ものがあるくらいで，平均的に地

上部が3cm程度のものは，地下部

が10cIn程度に伸長していた。

三つ目は，取り播きにかかわる

野鼠の食害対策の試みである。あ

る時，ラジオで「大豆をハトの食

害から守るためには，コールター

ルを豆に塗って播けぱよい」とい

うことを言っていたので，これを

ヒントにしてウバメガシの種子に

コールタールを塗り，林地に播種

してみたところ，すべて野鼠に食

害されてしまった。

四つ目は，ウバメガシの植栽試

験地の造成である。これは前述し

たように，高知営林局時代に失敗

した試験の再挑戦である。同じこ

とを2度と失敗することは許され

ないと心に決め，平成6年8月か

ら苗木の確保に精力を注ぎ，和歌

山県の林木育種場等の協力を得る

ことができ準備を完了，平成7年

2月下旬に宮城川国有林（和歌山

バメガシは，本州の三浦半島，伊

豆半島以西，四国，九州，琉球，

中国の沿岸地方に多く分布してい

るとされている。ここでいう沿岸

地方とは，海岸からどの程度の範

囲を指しているのか定かではない

が，私力紀州の山地で確認した自

生地や,戦後,この地方で炭焼きを

経験された方々の話を総合すると，

海岸から30～501m1も入った山地

まで自生地が散在しているようで

ある。例えば和歌山県の中辺路町．

や奈良県の大塔村がそれに当たる。

二つ目は発芽に関することであ

る。これについては会員の皆様は

百も承知のことと思うが，私が試

みたことを紹介する。

まず発芽率については，平成6

年の秋に採取した種子を水逃し，

即，播種したところ，2月下旬か

ら発芽し始め，遅いものは4月下

旬に芽を出し,最終的には80～90

％のものが発芽した。

発芽の状況は，地上部より地下

部が早く伸長し，その伸び具合は

県すさみ町）に0.25haの試験地

を造成した。まだ植栽して2カ月

しか経過していないので断言でき

ないが，現在のところでは，高知

営林局で失敗したことは克服でき

そうである。

おわりに

以上，ウバメガシについて，私

の趣味の域を脱していない観察や

試みについて思いつくままに述べ

たもので，何一つとして参考にな

るものがなかったと思う。しかし，

私は森林の育成方法については，

r論より現地」を自諭にしている。

特に，2，3年で転勤せざるを得な

いような所では，思いつきでも趣

味でもよいから，将来ともやった

事がわかる形での現地を造成する

ことが重要であると考える。そう

した意味で，ウバメガシに限らず，

いろいろな樹極の植栽試験地が各

地に造成され，何年か先にそれら

の現地を見ながら，森林づくりの

議論が活発に行われることを願っ

ている。

林業技術No.6451995.12
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渡辺半藏さんの

ポプラ林に想う

かわとこつねてる

川床典輝(財土井林学振興会理事）

昭和39年だった｡晴れた日の5

月!｛.旬だった。私は鈴木省吾県会

議長さん（現・参議院議員）と鏡

石町（福島県）にある渡辺半藏さ

んのポプラ林を訪ねた。渡辺半藏

さんは昨年の7月死去されたと知

った。長く平半染物店を経営され，

昭和35年から6haのご自分の

平地林にヘクタール1,000本，計

6,000本ほどのイタリアポプラを

植えられた。種類はいろいろあっ

たようだ。ご子息の達雄氏にうか

がったらイタリアポプラ(1-455),

NR82,ロブスター,NR243,ケ

ルリカ，オクスホードなどだった

という。このうち1-455がいちば

ん成紙は良かったと話してくれた。

当時，私たちは半藏さんに現地

を案内され,2mぐらいに育った

生育のよいポプラ林を見て歩いた

のをきのうのことのように思い出

す。特に，当時「林政に生きた福

島のくらし」に書いたように，山

秋する林政問題を処理するのに忙

しいときだった。林業にご熱心な

鈴木先生のお誘いで，いっしょに

近くの半藏さんのポプラ林を訪ね

ることができたのである。半藏さ

んは熱心な方で，人糞を植林地内

にたくさんまいて早期生長に努力

されていた。

昭和27～28年ごろだった｡林野

庁は早成樹種を育成して短期収入

を図ることに力を入れていた。ポ

休染技術N().6451995.12

プラ，ハンノキ，ユーカリ，アカ

シア，メタセコイアなどを対象に

予算独得に努力し，その成果を上

げようと一生懸命だった。私など

も当時林野庁の研究普及課にいて

予算独得にいろいろ努力したこと

を思い出す。半減さんはそのころ

からポプラに関心を持ち，取り組

まれたようだ。ポプラ関係者は，

全国的にもまとまって各地の視察

をしたり熱心な活動を続けた団体

をつくっていた。このポプラ林を

訪ねた人も多かったと聞く。

半減さんのポプラ林もわれわれ

が訪ねたときは，よく生長してい

るのに感心したものだった。当時

私は県の林務監をしていたので，

生長が良いから県内に普及させよ

うと思ったほどだった。しかし，

私もまもなく昭和42年8月,東京

営林局に去ったために，1回おじ

ゃましただけで終わってしまった。

その後，熱心な半藏さんのことだ

から，さぞ立派な林になったこと

と思っていた。

つい最近，その後どうなったこ

とかと県の林業振興課長の大平さ

んや県林業試験場長の平川さんに

うかがった。県林試の伊藤さんや

北島さんの調べによると,6,000

本植えたうちの1,000本ぐらいが

残っている。今は立木も林分状態

にはなっていない。しかも地床に

はススキ.スズタケ.アズマネザサ

等の乾生植物が繁茂し，高さ2m

にもなり，調査も容易にできなか

ったという。作業道わきのポプラ

を4本ばかり測定した結果は次の

とおりだったという。

直径34cm樹高23.5m

"38cm"22.7m

"52cnl"23.7m

"57cm"24.0m

平均すると35～45cI11が多かっ

たようだ。なお林分の周囲には多

くの立木枯れがあったが，北島さ

んによると紫紋羽病にかかってい

るのが多いとのことである。こん

な調査結果をお二人からいただい

た。北島さんからいただいた資料

によると紫紋羽病とは次のようで

ある。

樹勢が著しく衰えて，落下する

時期でないのに葉が黄化して脱落

する。この病気は根を腐らせる病

気で，地上に近い所の根に紫褐色

をした菌糸が網のように絡みつき，

根の皮がぼろぼろになって剥離す

るという。発生場所は地表に近い

根から発生する。そして桑園や林

の跡地およびサツマイモ畑の跡地

に発生することが多いようだ。防

除対策は，上のような所を避け，

発病の心配のある土壌はクロール

ビクリンなどで消毒するのがよい

という。

私も北海道にいる昭和43～45

年ごろ，広大な山地は愛林施業に

よる天然林施業でいくが，平地に

ついてはポプラ類の早成樹種で成

果を上げようと努力した。王子製

紙の春日俊男先輩や千葉茂先生

にいろいろご指導いただいた。王

子製紙の栗山試験地の千葉先生は，

30年も早成樹種を研究されて，い

いポプラをつくり出しておられた。

当時千葉先生からいただいた生
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写真･1周辺部のポプラは紫紋羽病により枯木が多い

(写真･1，2とも福島県林業試験場北島瑞穂氏撮影H6.930)

長のよい円盤は2つだった。1つ

はイタリアポプラ(1-214)で植栽

後10年,樹高18.55m,胸高直径

316cnl,材積0.4927nf｡もう1つ

はゲルリカ(GEREG70116)で植

樹後10年,樹高15.5m,胸高直径

28.03cm,材積03340nT$であっ

た。私は林野庁長官室にも飾って

もらって，来る人々に関心を商め

てもらおうとしたのも昭和45年

春だった。北海道で上げた大変な

成果である。この成果は千菜先生

の長年のたゆまざる貴重なご努力

はもちろんだが，王子製紙㈱の絶

大な援助協力があったことを忘れ

てはならない。千葉先生がその後，

北海ポプラ，ドロノキなどの早成

樹種を育種面から研究して安定し

た早成樹種をつくられた努力は，

もっともっと大きく評価されるべ

き貴重な業績である。林業面でこ

んな大きな成果を上げた人はほか

に知らない。

私はここで思う。渡辺半藏さん

のご糒進に国や県はどんな協力を

しただろうか。昭和35年から30

年間以上も何かお力添えしただろ

うか。今の林分が林分の状態にな

っていないというが，そう

なっても仕方がない。発足

当時、私も見ていながら、

本当にIⅢし訳ないことをしたと思

っている。半減さんのポプラ林も，

直径・樹間はそれぞれ立派なもの

である。よくその経過は調べてお

くべきだったと残念に思う。

利用面から見ると，マッチの軸

木，白木の繍物づくり，また家具

づくりなどに25～26年生までい

ろいろ努力したが，経営面から採

算が取れなかったという。県はも

ちろん国も大きな資料を失った。

やはり凶は全l塾|的にこんな林を調

べて早成樹櫛対策を考えてもいい

のではなかろうか。再考するべき

ことであろう。森林や林業の仕事

は最低30年｡50年単位で,その成

果を考えなくてはいけない。その

くらいの期間で，成功してもしな

くても，いろいろ研究を重ね結論

を出すべきである。

半藏さんの山も，国や県がもっ

と目を注いでいくべきだった。残

念で仕方ない。ご本人の気持ちも

そうだったと思う。もっと月を向

けて協力していたら，成果が上が

ったのではなかろうか。半藏さん

が植栽された3～4年目ごろ，私

も県に在任していたのだから，何

らかの協力描置を取っておけばよ

かった。しかし，あんなに気持ち

よく育っているポプラ林なので，

心配ないと思っていた。申し訳な

く思っている。現存のものに対し

ても，林業試験場などが調査して

技術的にも科学的にも結論づけて

もらうと二度と誤りを起こさなく

てすむと思う。30年間，半藏さん

は一人でいろいろ考えられて苦労

されたことと思う。ほかの人は何

も知らなかった。本当に年月的に

ももったいない30年間だった｡こ

れを調べていたらと考ると残念で

ある。いずれにしても，半藏さん

のご努力を無にしたばかりではな

く，結果がわからないのは申し訳

ないことだった。

渡辺半藏さんは前にも申し述べ

たとおり,昨年7月,84歳で亡くな

られた。ご霊前に心からおわびし

て，ご冥福をお祈り申し上げます。

林業技術No.6451995.12
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ン
を
防
止
す
る
た
め
、
昔
の
人
は
大
豆
が
効
果
的
な

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
「
元
気
百
歳
豆
一
生
」
と

い
う
こ
と
わ
ざ
が
、
ま
さ
に
、
大
豆
の
重
要
性
を
示

し
て
い
ま
す
。

元
気
で
長
生
き
し
た
か
っ
た
ら
、
生
き
て
い
る
間

は
大
豆
を
食
べ
る
よ
う
に
し
な
さ
い
と
い
う
意
味
。

頭
の
働
き
、
あ
る
い
は
記
憶
力
を
よ
く
す
る
た
め
に

は
、
脳
の
中
の
神
経
細
胞
と
神
経
細
胞
と
の
間
の
つ

な
が
り
を
よ
く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
つ
な
が
り
を
よ
く
す
る
物
質
の
ひ
と
つ
が
、

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
と
い
う
神
経
伝
達
物
質
な
の
で
す
。

こ
の
ボ
ケ
の
予
防
や
頭
の
働
き
を
よ
く
す
る
う
え
で

欠
か
せ
な
い
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
の
原
料
が
レ
シ
チ
ン

で
、
大
豆
に
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

タ
マ
ネ
ギ
は
イ
ラ
イ
ラ
を
防
ぐ
妙
薬

タ
マ
ネ
ギ
は
、
ネ
ギ
や
ニ
ラ
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
と

と
も
に
寒
い
季
節
に
う
ま
く
な
り
ま
す
。

タ
マ
ネ
ギ
の
香
り
と
刺

激
的
な
成
分
は
硫
化
ア
リ

ル
で
、
組
織
が
切
ら
れ
た

り
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
り

し
て
、
細
胞
が
壊
れ
た
と

き
に
発
生
し
ま
す
。
タ
マ

ネ
ギ
を
切
っ
た
り
す
る
と

涙
が
出
る
の
も
こ
の
成
分

の
し
わ
ざ
。

硫
化
ア
リ
ル
は
、
胃
の

働
き
を
活
発
に
し
た
り
、

食
欲
を
増
進
さ
せ
た
り
し

ま
す
が
、
さ
ら
に
重
要
な

の
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
の
吸

収
を
高
め
た
り
、
利
尿
や

ト
マ
ト
は
性
ホ
ル
モ
ン
を
高
め
る

イ
ギ
リ
ス
で
は
ト
マ
ト
の
別
名
を
「
ラ
ブ
・
ア
ッ

プ
ル
」
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。
愛
の
リ
ン
ゴ
と
い
う
意

味
で
、
ほ
れ
薬
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
カ
ル
メ
ン
と
闘
牛
の
国
・
ス
ペ

イ
ン
で
も
、
「
ト
マ
ト
を
食
べ
る
と
精
力
が
つ
き
、
性

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
高
ま
っ
て
、
愛
が
生
ま
れ
る
」

と
い
う
そ
う
で
す
。
確
か
に
ト
マ
ト
に
は
、
ホ
ル
モ

ン
を
高
め
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
男
も
女
も
情
熱
的
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
ガ
ン
予
防
に
も
効

果
的
な
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
美
肌
効
果
の
高
い
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
、
そ
し
て
細
胞
の
老
化
を
防
ぎ
若
返
り
効
果
の
高

い
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
も
た
っ
ぷ
り
で
す
。

発
汗
の
作
用
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
は
、
米
な
ど
穀
物
の
主
成
分
で
あ
る
炭
水
化
物
の

分
解
・
燃
焼
に
は
不
可
欠
で
、
脳
の
働
き
に
も
重
要

な
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
が
不
足
す
る
と
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
疲
労
や
不
眠

を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
の
も
、
脳
の
中
で
炭
水
化

物
が
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
て
い
る
た
め
。
疲
れ
た

と
き
に
は
ビ
タ
ミ
ン
＆
の
多
い
ブ
タ
肉
と
タ
マ
ネ
ギ

を
使
っ
た
と
ん
汁
な
ど
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
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キ
ャ
ベ
ツ
は
胃
の
た
だ
れ
に
よ
い

古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
冑
を
丈

夫
に
す
る
〃
薬
″
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

東
洋
医
学
で
は
五
臓
六
服
を
養
う
野
菜
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く
、
一
日
に
キ
ャ
ベ

ツ
の
葉
を
二
枚
く
ら
い
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
風

邪
の
予
防
に
役
に
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
だ
け
に
含
ま
れ
て
い
る
特
殊
成
分
の
ビ

か
い
よ
う

タ
ミ
ン
Ｕ
は
、
抗
潰
瘍
性
作
用
の
強
い
も
の
で
、
体

内
の
傷
つ
い
た
組
織
の
回
復
を
早
め
、
胃
の
た
だ
れ

と
い
っ
た
潰
瘍
を
治
す
薬
理
効
果
が
実
証
さ
れ
て
い

調鯛鋪'醗鰯醗溌醗
謁，溌畿醗醗

鶏謁鯛鍋，
'醗酸澱
a畿醗醗
3轆鰻澱
'澱酸醗
3鰯駿駿
謁箇醗醗
9磯醗醜
悪鍋箇殺
a畿醗鰯
’磯醗畿
3醗殺鯛
§醗殺鯛
謁6溌醗
3澱醗駿
3醗溌寵般殺鰯醗溌

§
ﾖ醗溌箙醗醗畿醗
9醗殺駿醗澱畿駿

蕊
鍛醗駿醗醗醗殻醗

食
べ
も
の
は
、
文
字
通
り
体
の
健
康
を
養
う
た
め

に
と
る
も
の
で
す
が
、
昔
の
人
は
、
そ
の
中
に
含
ま

れ
て
い
る
〃
薬
″
の
よ
う
な
作
用
を
、
経
験
を
通
し

て
実
に
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
ワ
シ
は
海
の
〃
長
寿
の
薬
″

焼
い
た
り
、
煮
た
り
、
干
し
た
り
と
、
昔
か
ら
な

じ
み
深
い
大
衆
魚
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
が
旬
で
、

脂
が
の
っ
て
美
味
に
な
り
ま
す
。

「
脂
が
の
っ
た
お
い
し
い
イ
ワ
シ
」
に
は
、
記
憶
力

を
よ
く
し
た
り
、
判
断
力
や
直
感
力
な
ど
を
高
め
る

成
分
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン

酸
が
た
っ
ぷ
り
。
脳
ば
か
り
で
な
く
血
管
を
丈
夫
に

す
る
作
用
も
あ
り
、
ま
さ
に
、
海
の
長
寿
食
と
い
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
よ
う
な

血
管
系
の
病
気
の
予
防
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
エ

イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
も
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
い
ま

ま
す
。
日
本
で
発
売
さ
れ
て
い
る
「
キ
ャ
ベ
ジ
ン
」

と
い
う
胃
腸
薬
の
名
前
も
キ
ャ
ベ
ツ
か
ら
き
て
い
ま

す
。

大
根
の
葉
は
、
若
返
り
の
特
効
薬

大
根
の
葉
に
は
、
若
返
り
の
特
効
薬
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
カ
ロ
チ
ン
が
、
一
○
○
グ
ラ
ム
中
に

二
・
六
ミ
リ
グ
ラ
ム
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
酸

素
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
人
間
の
体
内
で
、

い
や
お
う
な
し
に
作
ら
れ
て
し
ま
う
活
性
酸
素
は
、

細
胞
や
血
管
を
攻
撃
し
て
傷
つ
け
、
老
化
や
ガ
ン
の

発
生
を
促
す
危
険
な
物
質
で
す
が
、
カ
ロ
チ
ン
に
は

そ
の
毒
を
消
し
去
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

カ
ロ
チ
ン
は
、
の
ど
や
鼻
孔
の
粘
膜
を
丈
夫
に
す

る
働
き
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
風
邪
の
季
節
に
は
強
い

味
方
で
す
。
カ
ロ
チ
ン
は
油
と
組
み
合
わ
せ
て
食
べ

る
と
吸
収
効
率
が
高
く
な
り
ま
す
か
ら
、
大
根
の
葉

は
刻
ん
で
油
で
い
た
め
た
り
、
か
き
揚
げ
な
ど
に
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
カ
ル
シ
ウ
ム
も
含
ん
で
い
ま

す
か
ら
、
イ
ラ
イ
ラ
や
ス
ト
レ
ス
を
予
防
す
る
う
え

で
も
役
に
立
ち
ま
す
。

す
。
血
液
の
粘
り
を
除
い
て
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
働
き

も
あ
り
、
ボ
ケ
の
予
防
に
役
立
つ
成
分
と
し
て
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
豆
は
ボ
ケ
を
防
ぐ

脳
の
老
化
を
防
ぎ
、
記
憶
力
や
創
作
意
欲
の
ダ
ウ
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・
技
術
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
新
た
な
知

識
・
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
が
重
要
な
目
的
と
な
っ

て
い
る
。
学
問
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
あ
ら
た
め

て
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
で
、
昆
虫
の
飼
育
や
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
・
標
本
や
展
示
物
の
作
成
等
の
実
習
に
お

い
て
も
、
一
つ
一
つ
の
作
業
の
意
味
や
目
的
が
よ
く

理
解
さ
れ
、
技
術
も
よ
り
確
か
な
も
の
と
な
っ
て
い

く
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
で

の
研
修
の
か
た
わ
ら
、
県
内
や
県
外
の
関
連
す
る
博

物
館
・
昆
虫
園
等
へ
の
見
学
お
よ
び
短
期
研
修
も
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、

研
修
生
の
業
務
経
歴
や
知
識
・
技
術
レ
ベ
ル
等
の
事

情
に
詳
し
い
私
や
私
の
後
任
隊
員
で
相
談
し
、
研
修

生
本
人
に
も
様
子
を
聞
き
な
が
ら
、
随
時
、
博
物
館

の
研
修
担
当
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。

先
円
は
、
東
京
都
多
摩
動
物
公
園
内

の
昆
虫
生
態
園
で
実
習
を
行
っ
た
が
、

通
訳
と
し
て
私
も
同
行
し
た
。
こ
れ
ま

で
ポ
ー
リ
ン
温
泉
地
区
の
蝶
園
以
外
見

た
こ
と
の
な
い
彼
女
は
、
最
新
の
設
備

が
施
さ
れ
た
巨
大
な
昆
虫
園
に
た
い
そ

う
蝋
い
て
い
た
。
飼
育
係
の
案
内
で
飼

育
室
や
食
草
園
等
を
一
通
り
見
学
し
、

実
際
の
作
業
に
も
取
り
組
ん
だ
が
、
「
こ

の
方
法
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
使
え
そ
う
、
帰
国
し
た

ら
ト
ラ
イ
し
て
み
る
」
な
ど
、
自
分
の
直
接
の
業
務

と
関
連
が
深
い
だ
け
あ
っ
て
、
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ

ア
が
次
々
と
わ
い
て
き
た
ら
し
く
、
飼
育
係
に
熱
心

に
質
問
し
な
が
ら
実
習
に
励
ん
で
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
彼
女
が
来
日
し
て
か
ら
早
半
年
に
な

彼
女
が
来
日
し
て
か
ら
早
半
年
に
な

に
研
る
が
、
当
初
は
、
初
め
て

》
松
の
異
国
で
の
滞
在
と
あ
つ

り
風
て
言
葉
や
生
活
習
慣
等
い

折
Ｏ

“
岬
ろ
い
ろ
不
安
も
大
き
く
、

１
乙
銚
頻
繁
に
私
と
電
話
で
連
絡

岬
榊
初
を
取
り
合
い
、
休
円
に
は

土
キ
蛾
私
の
家
へ
招
待
し
た
り
、

岬
ｗ
ｍ
ｗ
。
●
口
０
呵

榊
雌
甥
私
も
度
々
千
葉
へ
足
を
運

杉
参
修
ん
で
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
た
。

神社を訪れてまずはお潜め(石･研修生）

研
修
生
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
日
本
人
や
日
本
と

い
う
国
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
各
地
で
友
情
の
輪

が
生
ま
れ
育
つ
こ
と
も
、
ひ
い
て
は
、
日
本
と
諸
外

国
の
親
善
・
相
互
理
解
に
つ
な
が
る
も
の
と
言
え
、

大
変
意
義
深
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
か

ら
来
た
こ
の
研
修
生
が
、
帰
国
後
、
蝶
園
で
活
躍
す

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｈ
本
を
よ
く
知
る
者
と
し
て
両

国
の
架
け
橋
と
な
り
得
れ
ば
、
私
に
と
っ
て
も
こ
の

上
な
い
喜
び
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
年
に
わ
た
り
研
修
生
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
が
、
私
自
身
も
こ
の
体
験
を
通
し
て
多

く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
私
な

り
に
、
国
際
協
力
・
親
稗
の
一
端
に
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
と
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
次
第
で
あ

る
。
（
終
）

和食大好き／はしも上手に使えます(帥

者宅にて）

今
で
は
日
本
で
の
生
活
に
も
す
っ
か

り
慣
れ
、
大
変
元
気
に
過
ご
し
て
い

る
。
休
日
に
は
、
各
国
か
ら
の
研
修

生
仲
間
や
日
本
人
の
友
人
た
ち
と
も

交
流
し
、
職
極
的
に
あ
ち
こ
ち
を
訪

れ
て
見
聞
を
広
め
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
の
研
修
制
度
の
最
大
の
目
的
が

技
術
研
修
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
こ
の
よ
う
に
、
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戯
肇
弘
誇
泌
や
脚
号
働

叫
側
間

股
可
塒
可
叫
剴
．
出
薯
瞭
瑚
吋
川

合
１
１
１
０
１
、
１
１
１
○
ｉ
ｌ
ｈ
１
０
も
Ｉ

蝶穎国際協蹴卿’ 溌篭賎難彰職謝職鰯秘鯵生器

i 杉菰啓鰯 聞
叫

‐
Ｉ
‐
ｉ
‐
‐
‐
’
一
青
年
海
外
協
力
隊
員
の

一
処

一
報

一
任
期
を
終
え
て
か
ら
も
、

｜
悩

一
端
ｊ
一
多
く
の
隊
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

一
癖
幟
爽
一
は
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
か

一
鰄
仙
唯
一
っ
て
の
任
国
や
配
属
先
と

一
外
氾
わ
一

一
海
俳
終
一
か
か
わ
り
を
持
ち
、
国
際

一
年
側
で
一

一
背
も
号
一
交
流
・
協
力
活
動
に
引
き

一
．
側
本
一

一
い
壷
繩
一
続
き
尽
力
し
て
い
る
。
私

一
十
Ｊ
声
９
錨
計
、
↓

一
劃
《
万
一
の
場
合
、
昨
年
か
ら
、
日

一
識
》
吟
一
本
で
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
研

一
吋
理
醇
一
修
生
た
ち
の
支
援
（
研
修

や
日
常
生
活
上
の
サ
ポ
ー

ト
）
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る

が
、
連
載
最
終
回
の
今
回
は
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

実
は
こ
の
研
修
生
た
ち
は
、
隊

員
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
呼
ば

れ
る
、
隊
員
と
業
務
上
か
か
わ
り

の
深
い
現
地
ス
タ
ッ
フ
で
、
将
来
、

隊
員
の
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
中
心

と
な
っ
て
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
。
青

年
海
外
協
力
隊
事
務
局
で
は
、
隊

員
の
推
薦
を
も
と
に
、
特
に
有
望

多
摩
動
動
公
園
昆
虫
園
で
の
研
修
の
様
子

と
思
わ
れ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
を
選
抜
し
、
各
県
で
実

施
し
て
い
る
「
海
外
技
術
研

修
員
受
け
入
れ
事
業
」
に
推

薦
し
て
お
り
、
平
成
六
年
度

に
は
三
十
四
カ
国
か
ら
計
百

四
十
名
が
来
日
し
て
い
る
。

一
間

職員から展示についての説明を聞く

昨
年
、
私
の
任
地
で
あ
っ
た
キ
ナ
バ
ル
国
立
公
園

の
生
態
学
研
究
室
動
物
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
一
名
が
、

鹿
児
島
県
立
博
物
館
で
約
十
カ
月
間
の
研
修
を
受
け
、

す
で
に
帰
国
し
て
い
る
が
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も

二
人
目
の
研
修
生
が
来
日
し
、
現
在
、
千
葉
県
立
中
央

博
物
館
で
研
修
中
で
あ
る
。
実
は
こ
の
研
修
生
は
、
ポ

ー
リ
ン
温
泉
地
区
の
蝶
園
で
、
足
掛
け
四
年
に
わ
た

話
り
私
や
私
の
後
任
隊
員
と
と
も
に
業
務
に
当
た
つ

世の
て
き
た
女
性
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。
彼
女
は
当
初
、
幼

虫”
虫
の
飼
育
を
担
当
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
作
業
員
で
あ

蝶
っ
た
が
、
と
て
も
勤
勉
な
性
格
で
、
積
極
的
に
隊
員

肝
や
そ
の
他
の
研
究
者
か
ら
も
学
び
、
そ
の
努
力
が

鐸
認
め
ら
れ
、
昨
年
、
正
職
員
に
昇
格
し
て
い
る
。
将

飾
る
来
、
蝶
園
を
担
っ
て
い
く
人
材
と
し
て
非
常
に
期

育
す

飼
を
待
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
隊
員
も
、
彼
女
に
日
本
で

知
識
・
技
術
を
さ
ら
に
深
く
身
に
着
け
て
ほ
し
い
と
、

こ
の
研
修
制
度
に
推
薦
し
、
来
日
が
実
現
し
た
。

食草をチェックして蝶の卵
を集める

研
修
で
は
、
博
物

館
学
芸
員
の
指
導
の

下
、
生
物
学
や
昆
虫

学
を
体
系
的
に
学
び
、

こ
れ
ま
で
彼
女
が
蝶

園
で
の
業
務
を
通
し

て
得
た
多
く
の
知
識
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ろソ j‘妙彦歩沙『
と報じている。

さて，このスチール住宅なるも

の，そも何ぞやと思い少々調べて

みると,米剛で1920年代にスチー

ルハウスが試みられたがあまり受

け入れられなかった。しかし,1960

年代ごろから住宅の主流である木

造ツーバイブォー用の，①木材品

質の低下，②環境問題からの木材

入手性の低下,MIIi格のk昇や変

動，など木材の需給聯情が変わっ

たことからスチールハウスが波目

されだし、1992年に500戸だった

のが1994年4万戸を数え,1995

年は倍増が見込まれるなど急激に

住宅市場に浸透してきている。米

国の工法は木造の2×4インチの

基本サイズを変えず，そのままス

チールに慨き換えたツーバイフォ

ーエ法が主流となってきており，

木造で開発された部"1，部材をそ

のまま活用している。米国以外で

はオーストラリアで年間新築の7

％に当たる12千戸が建てられて

黒船到来も動ずることなし

境を守る立場からも優れている，

と堂々のご宣告である。

天下のNHKがかなり肩に力を

入れての放送で，これは木材関係

荷にとってかなりショック度が強

かったのに，その翌H今度はl~I経

新聞が9段を使っての報道，見出

しで，スチール住宅，初の商品化‘

耐艇性に優れ低仙i格。と打ち出し，

記蛎でも木造ツーバイフォーに比

べ坪当たり10万円も安く，耐震性

に優れており，現場施工も簡単で

ある。地震の多い米国西海岸で急

速に普及している。建設省も今後

スチール住宅の輸入増加に伴って

一般認定に移行する見通し。新|:1

鉄やI::1本鋼管などの鉄鋼各社がス

チール住宅の商品化に着手。など

先l:|,NHK朝6時からのニュー

ス番組を見ていた御{~:もいると思

うが，その111でスチールハウスに

ついてかなり詳しい解説を加えな

がら放送していた。かいつまんで

Iﾉ1容を紹介すると，厚さ1111111の鋼

板を折りIII1げて木材の柱や梁やの

寸法にし，これを4illl組み櫛造材と

して他宅とするもので，造作材は

木造仇宅と全く同じ既存のものを

使用することによってコス1,も大

IIIIHに節減できることから，坪当た

り40万円で供給が可能,耐溌性は

木造の1.5ff,耐久性も100ｲだ

というのである。しかも関係稀の

談によると,20()nfの木造朧宅の

ために4,000nfの森林が伐られる

ことになるからスチールは地球職

ー 一

隠誌計にみる日本の林業，合板工業の動き

51年以降減少しており，平成6年

には前年と比べて18工場少ない

472工場となった。

また，平成6年の合板の生産駁

は，普通合板では7"1,963万nf,

特殊合板では3億5.520万m2で，

前年と比べてそれぞれ9％，2％

減少している。これらの生産鼓の

推移を，平成2年を10()とした指

数でみると，平成6年には普通合

板が72と減少したのに対し,特殊

合板は95で横ばいとなっている

合板は表面加工をしていない

｢普通合板｣とプリント，塗装等の

表面加‘[を施した『特殊合板」に

分けられ,その用途は，辿築･土木，

家具、家電キャビネット等陛I民生

活の中で幅広く利川されている。

わが国の合噸板_I:場数は．昭和
国内での生産hI

，造／
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図・1合板生産量の推移

2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

図・2普通合板の生産量と輸入量および輸入割合の推移

資料：農林水産省「木材幟給報儲lI}｣,大蔵肯r貿易ri炎」
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、

いるが，ツーバイフォーエ法は

採られていない。また，スチー

ルは厚さlulmの鋼に防錆加工し

たもので，これを折り曲げるこ

とで強度を出す。薄い鋼板であ

ることから現場で切断や穴開け

が簡単にできる。ジョイントは

ボルトを使用せずネジで簡単に

止められる……etc･工法が確立

され合理化されると坪20～30

万円の住宅供給が可能とも聞く。

大壁工法住宅は構造材が木でも

鉄でも居住性には無関係，要は

安くて丈夫で長持ちし見映えが

良ければ言うことなし。

鉄鋼メーカーは自動車に1座敵

する鋼材需要だと大いなる期待

を寄せているらしい。これは本

当の黒船到来ではと，小生肝を

つぶして木材業界や行政サイド

の対応策いかん，と耳目をそば

だてるも，動かざること山のご

とし。こんなの目じゃないのか

な。

博物館まるごと#林政拾遺抄
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岐阜鼎恵那郡の北部を流れる渇を防ぎ，その驍鍵をI翼1つたの

揃川流域(加子母村,付知町，がこの制度制定の趣旨であった。
福岡町）の森林と人間との歴史明治維新時，この關1II･留木

や文化をまるごと博物館にしよ制度の撤廃を望んだ住民たちの

うという描想が現地で論議され願いは空しく退けられた。それ

ている。ば かり でな く， 官林 に編 入さ れ

裏木曾と呼ばれるこの3カ町て以|嫌はますます利用制限の制

村は長野県側の木曾山地方とと度は厳しくなり，住民はすぐそ

もに，古くからヒノキを地域資ばの身近な森林から遠ざけられ

源の核として発展してきた。14る一方となり，青山半蔵（島崎

世紀には両地から神宮造材も出藤村『夜明け前』の主人公）を

材されたらしい。その後も現在してrまことの林政とは山と人

まで幾度も遷宮用材が伐り出さを結びつけるところにある」と

れている。岡倉天心がH本の古言わしめるような状況を生んだ。

来の宗教的な建築美を造る素材まるごと博物館は，こうした住

として書き留めたことを引くま民と森林との関係をも保存しよ

でもなく，美的素材としての上うというのである。

ノキの役割は美術史'二からも特また，加子母村の歌舞伎舞台

記されることである。ヒノキの美（県礪要民俗文化財)，付知川に

しい材質は','illl宮造営材ばかりで点在する木工に房，編岡町の芸

なく,城社寺,邸宅等の普請用材術思考館，各地にある円空仏や

として亜用された。江)言fや名古数々の伝統裟能，建造物など独

屋等大都市の相次ぐ火災の後の特の文化がこの地方にはある。

復興用材としても活蹴し,木曾，凶衡林も付知川の源流域に当た

裏木曾とも大伐採が続けられ，る没合（どあい）地lXを，研究

17世紀の後半には尾張藩によや学習の拠点として開放しよう

り，森林資源の保存を目的としとの柵えも見せている。この樅

た留山，謂木制度の制定を見る想がめでたく実を結ぶことを期

までに至った。ヒノキ資源の柚待したい。（間ｿ|辿夫）
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(図・1)。

さらに，普通合板について最近

の国内での生産量と輸入量の推移

をみると，国内での生産量が減少

している一方，輸入される合板が

横ばい傾向にある。また，需給型

に占める輸入合板のシェアは増加

しており，平成5年，6年の輸入

合板のシェアは,40％台と高くな

っている（図・2)。

このように，輸入合板のシェア

が高まってきているとともに，ガ

ットのウルグァイ・ラウンド合意

に基づき，平成7年から5年間に

わたって合板等の関税率の引き下

げが行われることになっており，

合板工業においては国際競争力の

強化が求められている。このため

原木供給に応じた生産体制の再編

整備，生産コストの低減，製品の

高付加価値化，原料転換の促進等

が緊急の課題である。
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； 国際父流の取り組み

串 一 ●

り組んでいる若手研究肴たちの真

剣なまなざしを忘れることはでき

ない。UPLBを除くWLAC"BU

の若手研究者の支援活動の必要性

を強く感じた。現在の日本の大学

制度の中で，どれだけ効果的に共

同研究を通じたサポートができる

だろうか。

濁林林学院は，4年制の林業大

学で学長以下多くの教官と会うこ

とができたし，文献を交換するこ

とができた。この大学は以前北海

道大学と交流があったものの今は

途切れたとのことで，静岡大学と

の学術交流を強く要請された。研

究組織，研究のレベルや内容等に

ついては多くを語ってもらえなか

ったので，学術交流協定の話し合

いができる情報が不足である。た

だ，本学よりも吉林省と緯度的・

立地的に同程度に位置し，先端的

な研究を進めている大学との交流

がより効果的かもしれない。

H本とはタモ，ナラ等の広葉樹

り
一東アジアの二つの国を訪れて－舎
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8月にフィリピンのフィリピン施設があり，活気あふれるキャン

大学ロスポニャアス校(UPLB),パス大で，わが国というよりも欧

ビコール大学(BU),西部ルソン米の研究者が数多く訪れる大学で

農科大学(WLAC),9月に中国のもある。UPLBでは，林学部“学
古林林学院を訪問する機会に恵ま科を訪問して女性のインスl､ラク

れた。フィリピンでは、ピナツボターから研究の概要の説明を受け，

火111とマヨン火山の噴火跡地の農実験・実習の現場に案内していた

鶏|擁およびビオトープ型自然環だいた。WLACはピナツボ火1I1の

境の復元の可能性を検討するため灰とラハールに襲われ、大学は移

の蝋前調査と国際共同研究の打ち転を余儀なくされたil'で、先生〃

合わせが|農I的であった。中倒では，が熱っぽく教育と研究の実精を説

州政府および自治州政府レベルで明された。BUでは,副学長以下数

の林業経営の実態調査が主同的で名の蒋手研究符と共同研究のあり

あった。方について議論した。語学力の不

UPLBは|可l劇では峨商峰の大学足から|分な情報交換はできなか

であり、IIt界屈指のライス研究セったが，少ない研究澱，不･･|今分な

ンターをはじめとする各種の研究研究環境の中で，教育とWI究に取
寺宇守令二吾今吾舎等＝＝争奎＝令＝ニニーー掌＝写旱一一里？筈今一＝F＝昌子ニニーニーF一一三三三．＝．舎二三舎全苦弓筈二号＝一一呈生＝今一一三‐－二一一全~一一÷も一心一一粂垂寺壬一一ざ一一二一一 － 金 一

’ 佐藤大七郎監修自然灘境アセスメント研
究会編著

I､のあり方について明快に示した

lllllである。

本響では，自然環境アセスメン

l､の特徴と基本的視点として，①

稀少性だけの価値軸にとどまらず

多様な価値に着目すること，②地

形・地質，動物，植物等の環境要

素が噸独で存在しているものでは

ないことから有擬的・総合的な視

点を持つ必要があること，③立地

計画段階において地域的特性等へ

の対処が重要であること，④多様

な観点からの綿密な調査計画の策

定が必要なことの4点を挙げてい

る。これらの視点は，われわれア

セス実務者をはじめ関係者が常々

感じながら，なかなか整理できず

にいたことを明解に示しており，

自然環境アセスメントが現在抱え

ている種々の問題を解決する方策

がここに集約されていると．言って

よい。本書の内容は，この基本的

＃
1

自然環境アセスメント

技術マニュアル
自然環堀

！
ア セスメント
'-----.噸画一~、I

技術マニュアル 卿自然環境研究センター

東京都文京区湯島2声29-3

a03(3813)8809

1995年9月26日発行B5判,664頁

定価7,800R(本体価格．税別）

発行

〒113

一一

環境アセスメン|､を行う場合，

その環境要素のうち公害関係のも

のについては，現地調査から予

測・評価まで環境塾準等に照らし

て定I1t的に行うことができるが，

自然斑境系については，その対象

や地域特性が多極多様なことなど

から，調査の1;i'i度等や環境保全||

襟の設定、”!I．!;¥llli手法をどの

ようにするか思い悩むことが多い。

このことが自然蝋塊系にかかる環

境アセスメントを多様なものとし．

また，事業者、アセス実務者，地

域関係者等との間に認識のずれが

起こり、混乱が生じる事例がある

ことも事実である。

今回発刊された本諜は，現場で

永年アセスメント業務に従引fして

こられた専門家，アセスメント行

政担当者等が'l'心となり，さらに

学識経験満の意兇を踏まえながら

自然環境にI謝するアセスメントの

ポイントを取りまとめたもので，

自然環境のとらえ方やアセスメン

林紫技術N⑪､6451995.12
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(このWMは綱災委tiが世M1しています）
用材の貿易で深いつながりのあ

る吉林省ではあるが，一部の地

域を除くと過伐と再造林の遅れ

から資源危機を，市場経済の未

熟，経営管理体制の不備等から

企業経営の危機を，という二つ

の危機に直面しているとのこと

であった。いわゆる持続的な林

業経営の崩壊である。これは中

国一国だけの問題ではなく，わ

が国の問題でもあるという連環

理解が必要である。

駆け足で東アジアの大学を訪

問して，私とこれらの大学との

距離が遠いこと，彼らがわが国

に熱い視線を送っていることが

痛いほどわかった。これからは

若手研究者や学生および林業技

術者諸兄には遠い欧米も重要だ

が，近いアジアの国々にも積極

的に目を向けてほしい。同時に，

我々の国際交流が円滑にできる

よう財政支援を政府にお願いし

たい。（静岡大学農学部）

|篝譲温’|識蕊ま溌議歩く，刈る，伐る，

林業技術以前の技術として

森林づくりのボランティア活

動が磯んになってきたという。

作業の種類は主に保育作業のよ

うである。先11,かなり急斜面

での間伐を体験させてもらいな

がら，参加した人たちの森林づ

くりぶりを見せてもらった。リ

ーダーの心配のいちばんは，な

んといってもケガをしないかと

いうことだそうだが，そのとお

りの危なっかしさであった。お

や，やるなあという方はほんの

ひと握りなのだ。

「初めて山で作業をする人た

ちのための何か良い資料はない

でしょうか，できればビデオの

ような映像資料がいいんです

が」と，リーダー氏から相談を

受けたことがある。少しばかり

調べたのだが，まあこれならと

いうような映像資料は見当たら

なかった｡｢映像ではありません

が，営林局や森林組合には作業

手順や安全作業のための基準の

ようなものがありますがね，参

考になりませんか」というと，

リーダー氏は，参考にはなるが，

対象とする人のレベルが違って

いてポイントがズレているとい

う。どのようにポイントがズレ

ているかというと，少しばかり

急な斜面を歩くのにおっかなび

っくりで大変手間取るし，まし

てやそこがブッシュの中だった

りすると立ち往生ということに

なる。草むしりはやったことが

あるが，立腰のまま長柄の鎌な

ぞ振るったことはない。ナイフ

さえ_上手に使えない人に鉈なぞ

使えるはずがない。鋸について

もl司じで，板切れを切ったぐら

いで，それが細い木であっても

木を伐り倒すなどということは

やったことがない。そのような

人たちのための指導資料が必要
なのだという。

「部会の参加将のほとんどが

二世か三世なんですよ。経験者

から見れば異里人なんです」と

リーダー氏は付け加えた｡｢しか

し，そういうことは経験しても

らうしかないでしょう」と答え

たものの，ポイントのズレは納

得できた。

大都市にやってきた一世は，

野山で遊び，肥後守（小型ナイ

フ）を巧みに使い，草刈り薪割

りを経験した人たちが多かった

はずである。しかし，二・三世

は盤備された公剛か運動場で遊

び，舗装道路を歩き，満員電車

に乗り，明るい街灯の中で育っ

てきた。はるかに山を眺めても
ほとんどの人たちがその山のブ

ッシュをかき分けて歩いたこと

はない。かって多くの人たちが

ごく自然に持つことができた技

能・按術の一部が欠落してはい

る。だが，そのようなものがな

くても別に不日山なく暮らして

いける，というような状況を問

題だとは思わないかと上京した

山村に住む人に聞いたら,rあん

たねえ，少しばかり現状認識を

誤っているよ。田舎の暮らしは
急速にミニ都市化しているんだ

よ」と言い，いまや山々力韓く
なってしまったのは大都会も田

舎町も同じで，少なくとも小・

中学生のそのような技能・技術
については大した差はなくなっ

てきているというのだ。

だからこそ，関係イベン|､中

で，丸太切りやら巣箱作りが定

番になっているんだという話に

もなるのだろうが，もっと根の

深い林業技術以前の技術の問題

なのではないだろうか。ボラン

ティア団体のリーダー氏は，こ

の技術以前の技術擶導のための

映像づくりをいま自前でやって
いるそうだ。（空挙）

声堅今一一一一一一一一一一

視点の下に，環境要素ごとにアセ

スメントの実施手順に従ってその

手法や留意事項について解説した

もので，豊富な図表類を駆使して

わかりやすく明解に記述している。

特に，環境要素ごとに補足資料と

して調査手法の詳説，動植物の分

類体系例，先進的な予測・評価事

例，研究事例等とそれらに関する

参考文献リストが掲げられている

ことがユニークであり，読み進む

折りにとかく解釈や判断に迷うよ

うな部分について一元的に理解で

きるように工夫されていることは

ありがたい。

本書は，アセスメントの実務者

はもとより，行政担当者，事業者，

自然保護団体，学生まで広くお読

みいただきたい待望の書といえる。

（日本林業技術協会／佐々木行夫）
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修溌用ケヤキのバリエーシ ョン金rlⅢツリ

ケヤキあれこれ協田ひろし
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第1 06ImIH本林学会火会を終えて五十嵐佃夫
私の研究発表聞き歩記（あるき）

|離総瀞瀧瀞鶴騨謹
特集小学5年生の「森と木の質問」を巡って

I可答例と文献（12編）

｛艤議:鮎灘:驚縦:繍聲梶鱗外菫繍愼僑楠木学堀脳肝）
森林文化教育10年の 足 跡 k 善 I 嚥 男

r森林」を通して国土の自然環境をとらえる学習
一小学校第4学年社会科｢私たちの|玉I上のようすと森林｣の学習lliド宏文

環境教育としての森林学習の試み水元他戯

使いやすくわかりやすい教材とは
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兵庫県南部地震
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森林技術研修と教材整備山本衡也

特集長期試験地等の設計・運営・成果2

長野営林局三浦実験林一特に水縛ヒノキ天然更新試験の経過と成果赤井龍男

人｣この ギャップ・自然のギャップ谷本丈夫
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1I1村工芸とI､チノ キ 上 1 1 1 友 彦
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実の収穫を目的としたトチノキの栽端と梼理について大沢蕊
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く第41回林業技術徴業績紹介＞

ヒノキ精英樹の採種園管理技術の確立とヒノキ精英樹の普及丹原哲夫

シイタケほだ木の黒腐病に関する研究松尾芳徳

く第61'il学生林業技術研究論文コンテス|､要旨＞

上高地におけるニホンカモシカの行動学的生態研究望月敬史
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国有林の多面的機能を活かした今後の森林管理施業について
（買入れ国有林における拡大造林地の成果を踏まえて）吉野慎治

く第41回林業技術コンテスト要旨2＞

治1l1工事における水質保全対策について谷口直幸・古畑義隆

国土保全林の施業のあり方
一特定の水源地における施業佐藤守夫・我満久志・細谷良吉

林 分概要を把握するための簡易調査法について中堀等

シイタケ生産に対する今後の普及指導活動の方向山崎信明

クマゲラ の 生 息 環 境 調 査 村上卓也・鈴木良治

鹿の食害による樹木被害の状況調査について鈴木治・佐藤久

ポ ッ ト 苗を使用した石礫地の緑化國久康之

人工林施業 モ デ ル 団 地 の 路 網 整備計画について倍賞富弥

く第1回林業技士体験記（論文）コンテスト・優秀論文要旨紹介＞

林業技士の資格が生涯の仕事

窮余の立木評価一入札を明日に控えて

林業技士とわが社

随 筆

日本人の長寿食10～21

『万葉集』にあった長寿食

ご飯を「長寿食」にする炊き方

山の空気は万病の、特効薬〃

記憶力をよくする初ガツオ

戦国武将に学ぶ長生きのコツ

長生きしたけりや日本そば

不老長生のまじない・ことわざ

634

635

636

637

638

639

640

人生至る所に…10～21

蝶で国際協力(4)
－ホームステイ（2）634

蝶で国際協力(5)
－キナバル国立公園へ635

蝶で国際協力（6）

-ButternyFarmを造る636

蝶で国際協力(7)
－任地での暮らし637

蝶で国際協力(8)
-ButterflyFarmを造る(2)638

蝶で国際協力(9)
-ButterHvFarmを造る(3)639

蝶で国際協力(10)
－マレーシア 半 島 の 蝶 園 6 4 0

荒井隆幸

金吉郎

横田善翁

永III久夫

｢上手に食べて，すらりと出し，
ぐっすり眠れ」

｢食べ合わせ」の知恵

｢麦めし主義」で勝ち残った徳川家康

｢女性の若返り食・焼きイモ」

食べもの百珍健康法

杉本啓子

蝶で国際協力01)

－"世界最大の花
「ラフレシア」を見た”

蝶で国際協力⑰
－"オランウータン保護区を

訪ねて”

蝶で国際協力(13
ー活動を振り返って，そして今

蝶で国際協力OII)

－2年半ぶりのマレーシア

蝶で国際協力(13(最終回）
－マレーシアからの研修生

技術情報636640641(特別編)642644

JournalofJournals634637638
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林業関係行事一覧634～645

傍 目八木

明けるのも良し，暗いのもまた良し634長野は水でもつ,木は何でもつ635地震が教えて

る,IW11の木造636「キジウチ｣のお話637ワン公に教わる木造住宅638マスコミも

生身でござる639都庁も高いが住宅はもっとタカーイ640木への信頼回復は国有林から．

これI遡意641世の中変わると木の節も変わる642さればでござる643まつとうなは

なし644黒船到来も動ずることなし645

統計にみる日本の林業

戦後50年の林業生産活動634林業所得の推移635拡大する集成材の生産636最近

の紙とパルプの動向637木材産業への依存度638世界の森林の状況639丸太輸入の

||別シェアの惟移640製材工場の動向641木材需給澱の推移642素材生産規模別に

みた林業蛎業体の諸状況643地域林業の中核としての森林組合の現状644合板工業の動

き645

林政拾遺抄

一樹の蔭634ウッドパーク635とび石636防災森林637移植638正倉院

展の木製出品物639富士湧水640柿田川641大鋸642高密度林道網643

雄鳥644まるごと博物館645

荻野和彦の5時からセミナー4～6

オールラウンドにしてコンプリーI､であること634所変わり,II*が移れば635参加するこ

と636

松永勝彦の5時からセミナー1～3

タイでの植林637人類は異端者？638アイヌ人に学ぶ639

小嶋睦雄の5時からセミナー1～6

震災とサリン640植樹祭と国民参加の森づくり641流域林業時代の到来(1)森林の流域

管理システム642流域林業時代の到来(2)「林業｣のあり様を変えるか円高時代643流域

林業時代の到来(3)農III漁村と過疎とむらおこし644国際交流の取り組み－東アジアの二

つの国を訪れて645

本 の紹介

『森林科学論』(木平勇吉編）只木良也634『｢国際化｣時代のl1l村･農林業問題』
（鈴木文嘉･依光良三･川田勲･飯国

『ｲｨ柴と野生鳥獣との共存に向けて』
(出井正敏.石井傭夫著）蜂屋欣二635芳明著）森巖夫641

『111林雑記･太山の左知』（編集委員／
『森はよみがえる』(石城謙吉著）相場芳憲636佐藤常雄.徳永光俊.江藤彰彦）筒井辿夫642
『木橋つくり新時代』(日本住宅･木材『森の敵森の味方』(片桐一正著）
技術センター綿著）金谷紀行637 古田公人643

r水喋境調壷の基礎』（新井正著)I・Y638『森林文化への道』(筒井辿夫著）
『 緑 の り 11_|を』((鮒森とむらの会編）北村昌美644

吉藤敬639『自然騨境アセスメンl､技術マニュア
『森林街源の利川と再生』（永出信．ル』(佐藤火七郎朧修／自然環境アセ
井11翼･l 淵裕泰著）黒川泰亨640スメント研究会編箸）佐々木行夫645

休籠技術N().け151”5．12
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こ だま

経済合理主義という銃口634水の成長クイズ635‘慣れ636水の成長クイズその2

637耐え残った木々よ638森林の衰退639登山道での光最640故郷の山林を見

て641帰省して感じたこと642アリの王国643H本の製紙会社が行う「海外植林」

紹介644歩く,刈る,伐る－林業技術以前の技術として645

会員の広場

ケヤキのさし木の試み-55％のさし穂が発,限有岡利幸634土壊図・気象年表・森林病害

一ヒノキ樹脂胴枯病を例として佐保春芳634造林者の立場からV(藤原昭彦・｢青年林業

士の目」併載p.36)佐藤彦-635ユリノキに発生した凍裂今川一志・及川伸夫・ドmr酸
636メインの森］藤樹－637自然保護と米腫l砿|有林，カナダB.C.州州有林の動向中山

義治6371､ドマツ人工林の機械的間伐について－北海道有林函館経営区の事例尚柳硴災

638吉野の手すき和紙に熱い想いを込めて伊藤貴文・値貞男・福本信昭640持続的森林

管理についての私見塚本好道640カテイサーク号とチーク渡辺弘之643平成7年春

のケヤキ花枝の異常着生について有岡利幸643北海道の森林・林業の方阿性に関するアンケ

ート調査について－ノース・フオレスト・ルネッサンスのために高木茂644肖年海外協

力隊員報告レポートーインドネシア添田亮644ウバメガシ雑感佐々木隼人645

渡辺半藏さんのポプラ林に想う川床典輝645

その他

第41回林業技術コンテストについての予告

投稿募集のお知らせ

第106回日本林学会大会のお知らせ

第42回森林・林業写真コンクール作品募集要領

日本林業技術協会第50回通常総会関係行事のお知らせ

平成6年度林業技士養成講習合格者

第41回林業技術賞受賞者・第6回学生林業技術研究論文コンテスト人鴬者の発表

第42回森林・林業写真コンクール入選者の発表

平成7年度林業技士養成講習・登録のご案内（概要）

第46回全国植樹祭(広島県)開催

日本林業技術協会第50回通常総会報告

第41回林業技術コンテスト入賞者

第’回林業技士体験記(論文コンテスト)募集案内

｢緑の募金」制度がスタート

日林協《山火事予知ポスター》の図案・標語募集のII!止についてのお知らせ

平成7年度（第18回）『空中写真セミナー』|淵催のご案内

1996年版林業手帳のサイズについて

日本林業技術協会支部連合会のお知らせ

第19回全国育樹祭式典開催される

森林総合研究所創立90周年記念式典開催される

第7回学生林業技術研究論文コンテストについて
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第7回学生林業技術研究論文コンテストについて
u本林業技術協会では，林業技術の研究推進と若い林業技制猪育成のため大学学部学生を対象として，森

林・林業に関する論文（政策提言を含む）を，次の要領で募集します。
参加資格：原則として日本林業技術協会学生会員。応募方法：①平成8年2月末日までに当該論文を

当協会各大学支部長から本会に推薦送付してください。②発表論文は類似の全国大会または雑誌その他刊行
物に未発表のものとします。③詳細は各大学担当者にお尋ねください。

表彰：林野庁長官賞2編，日本林学会会長賞1編，日本林業技術協会理事長賞若干編。
後援／林野庁・日本林学会

霧
篝
鍛
一

認…鐸渥…編集部雑記

さざえのつぶやき師走の街に

｢ヤーキイモー」とよく通る満が郷
く°だが，背のように｢あの焼芋陸が
きた／」とひいきを識別するわけに

はいかない。峨産されたテープの名
調子をスピーカーから流しながらの

商売だからだ。売り手はと兇るとム

ッツリ黙り込んで催|､ラの逆転席に
いる。コストダウンになるわけでも

なし，どうせならllll'|'I蝋かな呼び満
を聞かせて冬の風物詩焼芋にいっそ

うの温かみを添えて欲しいもの。永
lll先生によれば,I儲朧芋は仙康食の

最たるものだそうな。タマには闘う
気を起こさせてくれ.ノ （喝三座）

/1）：本会会議室にて,林野庁研究

普及課･長繩課長補佐ほか3名を

誰師として実施した。
◎海外研修員の受入れ

①10/31～11./17,グァテマラ,Mr

N()engryAmilcal･M61･ida
Gonzilez,森林航測および森林

調査

②11/4～12/14,モンゴル,M1･.

Bazal･Bayal･saikhall,M1･.

Laigansul･ellBatdorj,森林調
査および森林管理計iilii

③11/1()～22,アルゼンチン,Mr.
VicenteSanchez,森林生態

④11/14～15,ボリヴィア,Mr.

MamertoCol･tezOl･tega,森林
開発計両

⑤11/14～15,インドネシア,Mr.

AgusKurnia,森林|淵発計耐i
◎調査部関係業務

11/2,大規模林業が闇開発林道
総合利用調査第1胆I委員会を本会

にて開催した。

◎調査研究部関係業務

11/14,総大館市,白神山地周辺

地域における環境共生型地域盤備

計画調査第1同調査委員会。
◎番町クラブ11月例会

11/28,本会会議室において前東

京腱工大学長阪上信次氏を誰師と
して｢森林都市･ターラントを訪ね

て｣と題する誹演を行った。
◎人事異動(12月4日付け）
採用部長(調査第二部）正木郁夫

－－－－－一－

言協冒会壹の三う言ご盲き宣
一一一一一 一 一

一 一 一 一 一 一 一一一一一一一一

◎海外出張

①渡辺理事(11/6～18),畠村技術

開発部次長･橋爪課長(1]／

6～25),大平課長代理,鈴木技
師,渋谷職員,瀧川主任研究員
（11/6～12/8)を広域熱帯林資源

調査のためミャンマー国に派遣。
②望月技術開発部次長,遠宮課長

代理(11/6～25)を熱帯林資源情

報解析技術開発のためフィリピ
ン国に派遣。

③和田課長代理,林課長代理(11／
6～12/5)を広域熱帯林資源調査

のためフィリピン国に派遣。

④安養寺国際事業部長(11/8～12／

2),小林課長代理(11/8～12／
17),増井課長(11/8～1/11),浅

香国際事業部次長,加藤森林測

定部次長,中村北海道事務所部

長,吉田主任研究員(11/13～1／
11)をホンデュラス国現地調査

（2年次)のため同国に派遣。
⑤小林顧問(11/29～12/19),宗像

技師(11/29～1/7),小原国際事

業部次長,川村課長,吉村課長代

理,大山主任研究員,吉岡主任研
究員(11/29～1/12)をグァテマ

ラ国調査(2年次)現地調査のた

め同国に派遣。

◎林業技士養成講習スクーリング

研修

林業機械部門の研修(11/27～12

警鐘年の瀬になると，この1年
を振り返ってみるのが人悩。太平の
世を震憾させたあの阪神・淡路大溌

災とオウム事|:については人様々な

思いがあることでしょう。この2つ

の出来事の共通項をあえて探せば，
前者は新幹線や高速道路の橘脚倒壊
にみる安全神諦の崩壊，後者は社会
通念を超えた犯罪の発生であった点
で，いわば未知の賦域の蛎象･覗件を
体験した年であったといえるのでは

ないか｡未知の領域との辿遇は,歴史
的発見･発Iﾘlばかりでなく，こういっ

た警鐘もあることを知らされた年で
あった。（平成の玉手箱）

木枯し紋次郎「おつそろしく長

え楊枝をくわえていなさるが，そい
つはいってえ|11の木なんで」「インタ
ビューですかい。あっしにはかかわ

りのねえこって。それに先は急ぐも
のと決めておりやす･･････しかたがご

ざんせん。楊枝はクロモジが本寸法
と聞いておりやす。ですがあっしは

何の木でもてめぇで作った楊枝しか
信じねえんで。皮のねぇ楊枝はわか

られえんで，勧められた楊枝でくち
びるが腫れて往生したことがありや
した｡吹くに吹けねえ，木枯しがl鳴ら
せれえんじや，しゃれにもなりやせ

ん」 (II1遊亭明朝）

11月号訂il2:p.!9"ド段…(淡
藤侭)束人波習林訓師-．助教授。

p.35(写真説明文)1991→1992｡
訂正しお詫び叶Iし上げます。

林業技術第645号平成7年l2jll.01_1発禍

編集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会

〒102束京都千代田区六番町7TEL.03(3261)5281(代）
振替00130-8-60448｣"FAX.()3(3261)5393(代）

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST
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〔普通会費3,500円・学ﾉ12会溌2,500円・終身会僻(個ﾉJ30,000円］
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自然環境アセスメント
技術マニュアル

自然環境アセスメントに携わる技術者や研究者､行

政担当者などが執筆･編集にあたった待望の技術マ

ニュアル｡アセスメント業務担当者必携。

●アセスメント害のとりまとめ方を｢要約」「解説」「例示｣により詳説。

●事業地を想定のうえ､豊富な文例､図例､表例をあげて具体的に解説。

●環境基本法、環境基本計画に対応。これからのアセスメント実施に

すぐに役立つ内容。

●知りたいことがらがすぐに引ける業務ステップごとの編集。

●巻末には自然環境保全全般にわたる参考資料も。

B5/664頁（一部4色)/上製/8,034円（税込)/〒520円

■ご注文は直接下記へ(一般書店でお求めの場合は｢地方小出版流通ｾﾝﾀー 扱いで｣とお申しつけください)。

財団法人自然環境研究センター・ブックセンター

〒113東京都文京区湯島2-29-3Te1.03-3813-8809Fax.03-3813-8958

二、●開発調査・環境アセスメントに空中写真／
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緑の募金口呂A■■

－－－－－－

緑の募金研究会編
B6判/130頁/定価1,200円(税込)/〒310
緑の羽根募金は，昭和25年に発足して以来，多

くの国民の善意に支えられ，国土の緑化に大きな
役割を果たしてきた。さらに昨今，国内的にも国
際的にも，森林の整備や緑化の推進が21世紀に向
けて地球環境を守っていく上で重要との認識が高
まっており，これが「緑の募金による森林整備等
の推進に関する法律」として

本書は,本法律の趣旨を始’
撫鍵繊
形式でわかりやすく解説し，三＝三三三三

著謡雲壷握奮嬢葱鰯|
めでき，緑の募金が広く国民
の皆様に理解され，国民的運三垂=三三三
動として盛り上がることを祈三
念してつくられた書である。＝＝＝壽
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TREEPROTECTOR

HEXATUBE
（ヘキサチューブ）

★1本1本にかぷせて杭にとめるだけ

★鹿やウサギネズミの食害はゼロ

★温室効果で成長は2倍

HRXATUBBは東京農業大学赤井龍男博士の御指導

により当社が開発しました（実用新案特許登録済）

仁志緑 化 株

〒598大阪府泉佐野市

TELO724(68)0776FAX

式会社

土丸1912番地

0724(67)1724

上飯坂群編著
A5判/208頁/定価3,090円(税込)/〒310

いまや森林に対するルl待と嬰甜は．11卿しに尚まりと広がりを兄せ
ている。“』は，まさに新たな時代に向かっての出発点と川61を,（
すものといえ．鮮林間脳に関心を持たれる〃々の雌ｲ『の脚となる。

森林計画制度研究会編
A5判/592頁/定価4,944円俄込)/〒380

緑林計測制唆の改菩報において．今後､民ｲ州:・国ｲi林が一体とな
った流域管理システムを確立していくこととなった。本譜は今'101，
新たな制度の解脱を加えて，雌新の内容で改訂した極

林野庁監修

A5判/384頁/定価3,399円(税込)/〒380
特川林産物は厳し
な作11となってぃ
資の内容や法令，

い経営状況にある111付地域の股林家にとって尚血
る。本沓は，特川休産披興のための各榊Ii肋．融
通進などを,洋述したものである。

林野庁計画課監修/流域管理システム研究会編
A5判/136頁/定価1,854円俄込)/〒310

本設は．他の流域に先行して流域箭理システムの推進に向けた収組
みがなされ，今後同システムの雌虻をI受Iろうとする流域の参僻に質
すると思われる11例を躯めたものである。

総 合森林 学

流域林業活性化への取組み事例集
一流域管理システムの確立に向けて－

新版森林計画の実務
●

特用林産むらづくりの実務
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あらゆる図形の座標・面積・線長（周囲長）・辺長を

６ 圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の

タマヤスーバーブラニクスβ
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’ ’検査済み±0.1%の高精度
'『蝿はスーパーブラニクスβのI荊唯タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷||寺に倣絡な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご附入

されたときからすぐ±0.1％の高糒度でご使用になれます。

使いやすさとコストを
’ ’コンビュタフレンドリィなオプションツール

追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーパーブラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付今
標準タイプ･･･…

プリンタタイプ

¥160000

￥192．000 ’ ’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

／
豊富な機能をもつスーパーブラニクス

の最高峰スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパーブラニクスαは、座標辺長、線長、

Ⅲ職、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面穣）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出
力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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●<社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所．都道府県試

験研究機関，大学ほか83名によ

る執篭

体四/六判217ページ

●定価1.200円

（水体1.165111）

●(社)日本林業技術協会潟集

・森林総合研究所所員82名によ

る執筆

●四/六判217ページ

●定価1@010円

（本体9811リ）

●(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所熱帯農業研

究センター．大学ほか76名によ

る執箪

●四/六判217ページ

●定価1.200円

（本体1,165111）

。(社)日本林業技術協会縄集

●森林総合研究所，熱帯農業研

究センター，大学ほか91名によ

る執至

●四/六判219ページ

●定価1.200円

（本体1.165111）
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●(社)日本林業技術協会企画

･中野秀章･有光－登･森川靖

3氏による執筆

●四/六判176ページ

●定価1.030円

（本体1,000111）

争(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所.養殖研究所．

大学ほか79名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.200円

（ｲ患体1.165i【I）

●(社)日本林業技術協会耀築

・森林総合研究所．農業磯境技

術研究所，臘業研究センターほ

か85名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.030円
（本体1.000111〉

。(社)日本林業技術協会編集

●森林総合研究所．都道府県林

業研究機関．濃業環境技術研究

所．大学ほか73名による執筆

●四/六判217ページ

●定価1.200円

（本体1‘165111）
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〒114東京都北区堀船2－17－1
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	表1
	表2
	1995年12月号目次
	論壇_森への道
	解説_列状間伐は何回まで繰り返しが許容されるか？-スラッシュマツ人工林での例-
	解説_森林資源とその利用を把握する枠組み-森林資源勘定の研究動向
	解説_｢豊田市水道水源保全基金」について
	林業関係行事一覧
	第1回林業技士体験記（論文）コンテスト優秀論文要旨紹介_林業技士の資格が生涯の仕事
	第1回林業技士体験記（論文）コンテスト優秀論文要旨紹介_窮余の立木評価-入札を明日に控えて
	第1回林業技士体験記（論文）コンテスト優秀論文要旨紹介_林業技士とわが社
	あの山はどうなった33_男鹿山スギ人工林収穫試験地-無間伐の成長経過を探る
	会員の広場_ウバメガシ雑感
	会員の広場_渡辺半藏さんのポプラ林に想う
	日本人の長寿食21_食べもの百珍健康法
	人生至る所に21_蝶で国際協力(15)マレーシアからの研修生
	傍目八木_黒船到来も動ずることなし／統計にみる日本の林業_合板工業の動き／林政拾遺抄_まるごと博物館
	小嶋睦雄の5時からセミナー6_ 国際交流の取り組み-東アジアの二つの国を訪れて／本の紹介_自然環境アセスメント技術マニュアル／こだま_歩く，刈る，伐る，林業技術以前の技術として
	平成7年-1995年（634～645号）総目次
	協会からのお知らせ
	奥付対向
	表3対向
	表3
	表4

